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  第一章 この証しに関する戦い


  私たちは激しい霊的圧迫の時の中にあることを、私たちはみな大いに意識しています。疑いなく、それは世界情勢と大いに関係しています。（注：この一連のメッセージの日付はわかりませんが、第二次世界大戦中に与えられたように思われます。）つまり、憎しみ、恨み、悪意のこのような津波により、大量破壊へと至る殺意により、大気が悪と敵意と死に満ちようとしているのです。それを真に霊的な男女の繊細な霊はひしひしと感じています。そして、そのような者たちは、このような状態の衝撃力を感じることになります。しかし、それらすべての背後には、何かそれ以上のものがあります。


  疑いなく、悪の勢力によって霊的敵意が増しつつあります。その真の性質に関してそれを真に認識・察知できるのは霊的な人々だけです。つまり、すべての人が遅かれ早かれ、長引く戦争の影響を認識するようになるでしょう――それを体と魂に感じるようになるでしょうが、すべての人が、この邪悪なものが何なのかを霊の中で悟るわけではありませんし、その意味に関する認識を持つわけでもないでしょう。しかし、私はこう言えると思います。すなわち、私たちの大半は戦争にはほとほとうんざりしており、霊的敵意と神のものを破壊しようという決意の激化を意識している、と。


  私たちは二つのことを区別したいと思います。状況をこのように感じるにあたって、私は次のように分析して問いました、「さて、私たちが大いに意識しているこのことに関して、そのどれくらいが戦争に対するたんなる倦怠感であって、全般的な世界情勢の結果・影響なのでしょうか？もし戦争が終わったら、もしいわゆる『平和』が宣言されたら、そのどれくらいがなくなるのでしょうか？そうしたら、私たちはそれから抜け出すのでしょうか？」。そこにはこれ以上のものがあるのではないのでしょうか。そして私たちにとっては、外側で何が起きても、この戦争は続いていることに気づくのではないでしょうか。というのは、それは戦争と共に生じたものではないからです。これは私たちの霊的生活全体にわたって続いてきたものであり、その遥か昔に始まったものなのです。世界情勢は、霊的戦争を感じる私たちの感覚のための、絶好の背景かもしれませんが、この霊的戦いは何か本質的なものなのです。


  そこで、神の民の歴史を遡って、いま言及できる事例よりも多くの事例について考えてもいいのですが、一つか二つのとても単純な事例によって、私の言わんとしていることを示すことができます。


  主が一つの民をこの世の王国の束縛から救い出し、彼らを解放して連れ出して、ご自身の民にしようとされた時、モーセが生まれました。そしてモーセが誕生した時、彼の誕生を予期していたかのように、恐るべき憎しみの状況が生じて殺人という結果になりました。私たちはこの物語――すべての男の子を殺せというパロの命令――を知っています。悪意、悪、憎しみが、恐れに促されて広まりました。そして、神からのものを滅ぼし、飲み込み、丸飲みしようという決意が広まりました。これがパロの命令の背後にあるものでした。パロはこれを完全には理解していなかったかもしれませんが、別の勢力によって動かされていました。これに続く同様のすべての事例からこれは明らかだと思います。彼は別の勢力によって促されて、神のこの動きを予期し、神の新しい事柄のためのあの道具・器を飲み込もうとしました。ヤコブの子孫らがいたこの世、その中にモーセが生まれた世は、暗闇の世であり、悪、邪悪な意図、悪意、憎しみ、殺人で満ちていました。


  少し先に進むと、エリの時代の状態を見ます。エリもまたまさにこの雰囲気の中にあります。それは霊的暗闇と霊的死の悪い状況です。彼に平安は訪れず、平安は彼から失せました。そして、サムエルが生まれました。


  ユダの歴史のあの時代に移ることにします。再びとても暗い状況です。イゼベルを通してアハブの家にアタリヤが入り、アタリヤはこれらの同じ悪の勢力に促されて、神から出ている王家の子孫をすべて一掃し、飲み込む決意をしました。それで彼女は皆殺しにするよう命じました。一人の赤ん坊が祭司によって救い出されて、六年間神の家の中に隠されました――ヨアシです。


  さらに先に進んで主イエスに至ると、ヘロデによるこの別の動きがあります。神のこの動きを飲み込もうとする、憎しみ、悪、殺人の動きです。


  要点はこうです――神の動きのある特別な期間の目的が遂げられることになる時、神が御旨の新たな一歩を踏み出そうとされる時は常に、毎回、このような状況が生じるのです。これは最後まで、黙示録十二章に至るまでそうです。最初から最後までそうです。神の動きが転機を迎えるとき、一つの期間が終わり、完全な御旨に合わせて新たな一歩を踏み出さなければならないとき、そのような時、霊的不法が激化して、神からのものを滅ぼそうとする恐るべき決意が生じます。この神からのものは、神のこの新たな動きを確保できるものであり、神のさらに進んだ御旨と関係しているものです。


  私の問い、そしてそれに対する答えだと私が思っているのは、まさにこうです――真に霊的な民のとても多くが感じている霊的悪のこの激化は、私たちが神の諸々の道の一つの段階の終わりに達しつつあり、一つの新しい段階に達しつつあることを意味・暗示しているのではないでしょうか？これまでの段階ではこの新しい状況に応じられないことを、私たちはみな意識しています。今までのものでは今の状況に十分ではありません。私が言わんとしているのは、開始時の神の備えは将来のためには十分ではない、ということではありません。そうではなく、私が言わんとしているのは、神の諸々の方法、神が祝福された諸々の手段は、この新しい状況に対応するために、何か新しいものに道を譲らなければならない、ということです。彼は新しいことをなさなければなりません。実際、彼は、この地上におけるご自身の歩みの歴史において、何度もこのように次に進まれました。一つの段階から別の段階へ、一つの道具から別の道具へ、一つの種類の手段から別の種類の手段へと進まれました。そして、一方から他方へと移るとき、霊的敵意のこの恐るべき台頭が常に生じました。その中に、また、その中から、彼はご自身の新しい道具や器を生み出されたのです。


  私が挙げた事例からわかるように、そのような時に神によって導入されたものはとても小さなものでした。モーセは赤子であり、サムエルは子供であり、ヨアシは幼児であり、主イエスは赤ん坊です。それはとても小さなものですが、それには凄まじい、言語を絶する、偉大な可能性や目的が関係しています。このように小さな事柄の日を蔑むことは許されません。それらには何か大いに偉大な意味があります。そして、サタンは私たちの価値を評価・査定する別の基準を持っています。私たちはかさによってある事柄は大きいと考えます。サタンは赤子のモーセ、子供のサムエル、幼児のヨアシ、赤ん坊のイエス・キリストの途方もない身の丈を察知することができます。悪の勢力の激化した戦い、敵意、憎しみ、殺人の中から、神は何かを生み出されます。それは、天然的・地的観点から見ると小さなものですが、それに永遠からの彼の動きの次の段階の意義と価値がすべて関係しています。


  これによって生じる信仰の試練については、何も述べるつもりはありません。なぜなら、その価値を認めるにはかなりの量の霊性が要求されるからです。信仰の試練を人々は軽蔑し、無視し、無と見なしています。なぜなら、天然の人のこの魂の命はこぞって、その重要性が一目瞭然でわかるもの、大々的に成功しているものを探しているからです。そして、成功、繁栄、偉大さのしるしが全く見当たらないとき、人の側から判断すると、その中には何もないことになります。しかし、信仰の見方は反対です。しかし、これは重要な問題ですが、さしあたっての私の要点はこうです。すなわち、神の動きが一つの段階から別の段階に移るとき、もはや彼の道ではない一つの段階から彼の新しい道である別の段階に転換するとき、その移行は激しい霊的戦いの時なのです。そして、その中で新しい器が生まれますが、それが端緒となってこの戦い全体が生じるのです。もしかすると、神の真実で誠実な子供たちが今日感じているこの霊的圧力は――彼らはこれによって大いに苦しんでいます――次のことを示しているのかもしれません。すなわち、私たちは神のエコノミーにおいて、神の方法において、一つの状況の段階から別の段階へ移ろうとしているのかもしれません。そして、この危機の中で苦しんでいる真に霊的な人々は、新しい状況に対する鍵なのかもしれません。


  あなたの助けになるかもしれないので、私はこれをあなたにお委ねします。なぜなら、私が常に求めているのは、私たちがその中にいる時代や状態に関する神の解釈・説明を得ることだからです。


  この戦いで勝利を得る人々


  他にもう一つ言えることがあります。この状況全体の行方をざっと眺めていた時、私は次のことに気づきました。すなわち、神にとって尊いものの回復に関連して神に仕え、一時期、その生活が神にとってきわめて価値のある特徴を帯びていた人々の多くが、失敗の恐ろしい影や雲の下に落ち込んでしまったことです。


  特に有用な方法で主に仕えた後期の王たちの何人かを例に挙げましょう。アサ、ヨシャパテ、すでに述べたこのヨアシ、ウジヤです。この人々が何かのために立っていたことに、何の疑問もありません。そして彼らが何のために立っていたのかは認知されています。しかし、彼らはみな雲の下に落ち込みました。彼らは何らかの理由で最後には失敗しました。異なる形で彼らは最後に妥協しました。彼らは偉業をなしましたが、高き所を取り除きませんでした。主に嫌われているものと同盟を結びました。要するに、敵が最後に彼らをやっつけたのです――これが要点です。すべてが衰退しつつある時に、一時のあいだ、彼らは何かのために立ち、何らかの役に立ちました。彼らは悪の勢力に立ち向かって、それを滅ぼしました。彼らの人生には輝かしい面もありましたが、敵が最後に彼らをやっつけて、彼らは雲の下に落ち込みました。


  パウロのような人は彼らとはなんと好対照なことか！彼はその生涯のあいだ何かのために立っただけではありませんでした。彼はその生涯をどう終えたのでしょう。「私の去る時が来ました。私は良い戦いを戦い、私の行程を終え、信仰を守りました」（二テモテ四・六～七）。これは輝かしい最後です。ペテロはどうでしょう？ペテロは何かのために立っていましたし、輝かしい最後を遂げようとしていました。「……私は、自分の幕屋を脱ぎ去るのが迫っていることを知っています。それは、私たちの主イエス・キリストも私に示してくださったようにです」（二ペテロ一・十四）。彼は御旨に関して慎重に行動しています。彼は打ち負かされておらず、追い出されてもいません。彼は主と協力しており、最後までその中にいます。


  要点はこうです――これらのその他の人々は、大いなる霊的必要を抱えている時代に、主に仕えるために起こされました。敵の勢力は彼らの抵抗を受けました。概して彼らは敵を倒しましたが、最後には敵が彼らをやっつけました。敵が彼らをやっつけたのは、正面攻撃によってではなく、裏に回って妥協させることによってでした。これはなんという警告でしょう。


  さて、主が私たちを召されたのは、私たちがこの地上でこの敵意の総勢に対処するためです。私が「私たち」と言う時、それは彼の真の子供たち、彼の霊的な子供たちのことです。私たちは彼のためにここに立って、霊的敵意の総勢に対抗しなければなりません。彼の動きの次の段階のための彼の架け橋とならなければなりません。そうです、私たちはこの立場を取らなければなりません。立ち上がって、私たちが遭遇する霊的悪の意味を察知しなければなりません。しかし、私たちは覚えておかなければなりません。敵は正面攻撃で私たちをやっつけられないとき、私たちが大いに注意していておおっぴらな攻撃では捕えられないとき、敵は常に私たちを捕えるための裏口を探そうとするのです。それは何らかの妥協、私たちの生活の中にある何らかの裁かれていないもの、破壊されていない何らかの高き所、主に嫌われているものとの何らかの同盟によってです。これはみな、このような時に、主が私たち――彼の民――をその中に召されたこの途方もないことに関して失敗しないよう、私たちを大いに駆り立て、励まし、警告します。


  どうか主が堅固な私たちをご覧になりますように。ご存じのように、私たちが大いに好んでいる言葉は、ある預言者がアサに言った言葉です。「主の目は全地をあまねく行き巡り、心が彼に対して全き者たちのために、ご自身の強さを示されます」（二歴十六・九）。アサはシリヤとの数々の同盟の一つを結びました。預言者は彼のところに行って、彼に思い起こさせました、「エチオピヤ人とリビア人は大軍で、非常におびただしい戦車と騎兵があったではありませんか？しかし、あなたが主に拠り頼んだので、彼は彼らをあなたの手に渡されたのです。なぜなら、主の目は全地をあまねく行き巡り、心が彼に対して全き者たちのために、ご自身の強さを示されるからです」。アサの心が主に対して完全だった時、彼は「エチオピヤ人の大軍が主にとって何だというのか？」と言うことができました。


  私たちはとてもちっぽけな少数派かもしれません。それが主にとって何だというのでしょう？二心でないなら、主はご自身の強さを示してくださいます。しかし、アサが二心になってあの同盟――主の御心にしたがっていないもの――を結んだ時、彼の敵が力を得て、彼は恐れました。「主の目は全地をあまねく行き巡り、心が彼に対して全き者たちのために、ご自身の強さを示されます」そして、彼に対して全き心は、「それが何だというのか？」―「多くの人をもって救うのも、少ない人をもって救うのも、主にとっては何の妨げもありません」（一サムエル十四・六）と言うことができます。


  この言葉が私たちに対して持つ意義をすべて引き出そうではありませんか。


  



  第二章 新しい生ける道


  



  聖書朗読：創世記四・二～十四、黙示録十二・十一～十二、レビ十・一～五、十六・一～二、十二～十九、ヘブル十・十九～二〇、ルカ三・二一～二二。


  



  私たちの考察を支配する節は、ヘブル人への手紙からの節である、ヘブル十・十九～二〇――彼の血による、新しい生ける道――です。


  私たちが聖書朗読を始めたこの二つの節の中に、神の偉大な贖いの働きと関係している血に対する、最初と最後の言及があります。この「血」という言葉は黙示録十二章以降数回現れますが、それは神のあの特別な御業とは関係ありません。もっと一般的な意味で使われているだけです、つまり、キリストの血ではないのです。私たちが次のことを認識することが重要です。すなわち、この究極的完成の書により、すべてが結集・結晶化されて最後の局面に至り、新しい天と新しい地が明示され、神の偉大な贖いの働きの実際的適用がこの宇宙で完成される時、こう宣言されるのです――「彼らは小羊の血のゆえに、また彼らの証しの言葉のゆえに、彼に打ち勝った。彼らは死に至るまでも、自分の命を愛さなかった」。血に関するこの最後の記述は、ある事柄に関するいっそう詳しい説明であることがわかります。そのある事柄は、最初から起きていたことであり、道中ずっと起きていたことです。つまり、アベルの事例における、血に対するこの最初の言及の中に、まさにこれらの要素を私たちは見ることができるのです。


  アベルの死に関する、あるいは、彼が持ってきたいけにえに関する、この創世記の記事の中に、「血」という言葉は実際には使われていません――つまり、彼のいけにえに関しては使われていません――「叫んでいる」ものとして彼自身の血について述べられています。疑いなく、彼のいけにえ、彼が持ってきた供え物、そして彼自身の死の中に、いけにえの血に関して後に見られるすべての要素が揃っています。それは証しの血であり、この黙示録十二・十一で明確に述べられているあの証しです。これに今、少しのあいだ、私たちは注意しなければなりません。


  再び指摘させてください。黙示録十二章に来る時、私たちは事物の最後に立ち会います。時の最後に、終局点に立ち会います。そして、まさにこの最後の時、きわめて強烈な形で、霊的にきわめて激しい戦いと敵意を帯びた雰囲気の中で、この血を目にするのです――この血について明確に言及されているのです。彼らはこの血のゆえに打ち勝ちました。これから私はこう推測します、すなわち、アベルと共に勃発した戦いは、諸々の時代をすべて経て、最後に完全な形で表れることになる、と。最初から勝利の基礎だったこの諸々の要素は、最後の時、特別に強化されることになるでしょう。最初は個人的・私的なものでした――だからといって重要性は劣りません――他方、最後の時、人々の一団によって究極的に完成される神の御旨は、悪の全勢力によって激しく攻撃されるでしょうが、この同じ勝利の手段が全き意義と真価を発揮するでしょう。それは、黙示録のこの十二章で述べられているあの人々を解放するためです。


  ここでサタンが徹底的に暴露されていることがわかります。彼の肩書がここにすべて記されています――龍、大きな赤い龍、サタン、欺く者、兄弟たちを訴える者、敵。これは詳細なサタンの絵図であり、とても詳細なサタンの絵図です。それまでと同じサタンですが、今や、「男の子」と称されているこの群れに敵対しています。単数形の「男の子」と、次に複数形の「彼らは彼に打ち勝った」に注意してください―― 一つの実体としての、一人の男の子としての、一つの群れなのです。この群れに対して、サタンの狙い、意図、力、激怒、敵意、憤怒がことごとく向けられます。そして次に、悪の力、暗闇の力の全面的な反対に対して、「彼らは小羊の血と彼らの証しの言葉のゆえに打ち勝った、彼らは死に至るまでも自分の命を愛さなかった」と述べられています。一個人としてのアベルに言えたことが、今や、別の男の子にも言えるようになります（私たちは、カインとアベルの誕生に関する、創世記のあの章の最初の節を読みませんでした）。それは団体的な種類の別の男の子です。アベルの勝利に言えたことは、この男の子にも言えます。


  この血によって神に受け入れてもらうこと


  この勝利とは何でしょう？それをこれから見ることにします。しかし、ヘブル十一・四のアベルに対する言及から、それを直ちに示せるでしょう。「信仰によって、アベルはカインよりも優れたいけにえを神にささげ、このことを通して義であるという証しを得ました」。これについてさらに詳しく触れる前に、私は直ちにあえて言いましょう、もしあなたや私がそれに達することができれば、自分たちは勝利したと見なす十分な理由を得たことになる、と。神が証しして「あなたは義です」と言ってくださるなら、あるいは、それを少し言い換えて、神が私たちに「あなたはわたしの愛する子、あなたをわたしは喜ぶ」と言ってくださるなら、この全き享受の中にあなたや私が実際に入れたなら、私たちはこれを「勝利」と見なすべきではないでしょうか？しかし、ここに神の御子との団体的一つの中にある男の子がいて、「愛されている者にあって受け入れられ」ています。「あなたはわたしの愛する者」（マルコ一・十一）。「愛されている者にあって受け入れられ」（エペソ一・六）、御子の中に包み込まれているので、彼らは御父にとって御子と同じほどです。彼らは、御子に言えることを、信仰と証しによって受け継いでおり、義です。さて、これが勝利者たることの意味です。勝利すること、そこに到達してそこにとどまることの意味です。いつの日かある人々がそこに到達したとしても、翌日にはそこにいないかもしれません。つまり、いつの日か、彼らが信仰によって得ている神の義を理解して喜んだとしても、その翌日には、彼らはその立場を失って、敵が彼らに対してやりたい放題かもしれないのです。戦場で勝利することと勝利者であり続けることは、この立場を維持することを意味します。


  聖所への一つの新しい生ける道


  しかし、私たちは戻ってこれを部分に分けて見なければなりません。これに関する聖書の基本的な節はこうです、「こういうわけで、私たちはイエスの血によって、大胆に聖所へ入ります。それは、彼が私たちのために、一つの新しい生ける道を開いてくださったからです」。聖所への一つの新しい生ける道。創世記三章は閉ざされた扉で終わります。彼らはエデンの園から、パラダイスから追放されました。何なら――当時の天から追放された、と言ってもかまわないでしょう。「彼は人を追放された」。彼は門、入口のところにケルビムを置いて、入口を守らせました。彼らは追放されました。扉は閉ざされて、かんぬきがされました。彼らは排除されました。次の章では（もちろん、原典には章はありません）直ちに次のことが始まります。すなわち、一人の人が登場するのです。その人は立ち返る道を見いだし、閉ざされた扉を通って中に入り、ケルビムをものともしません。彼は神の御前に出ても死なずに、開かれた天にとどまることができます。「主はアベルと彼の供え物を顧みられたが、カインとその供え物は顧みられなかった」。次の言葉に注意してください、「そしてカインは言った、『あなたは今日、私を追放されました』」。「私は追放されました」が、彼の弟のアベルは中にいました。アベルは中に入り、開かれた道を見いだし、受け入れてもらえました。彼は神に受け入れられました。まさに神の臨在の中に受け入れられたのに死ななかった、と言ってかまわないでしょう。


  私たちが読んだ聖書の御言葉から気づいたでしょうが、これがこの血の意義全体への鍵です。神がおられる所にまさに入るというこの問題が視野にある時は常に、それは生か死かの問題です。一方において、「彼は死なない」と絶えず繰り返されています。ナダブとアビフは中に押し入って主の御前で死にました（レビ十・一～二）。アロンは中に入りましたが、神の臨在に対する神聖な指示に従ったので、死にませんでした。たとえ大祭司のアロンでも、この備えがなければ、自分の息子たちと同じ運命に遭っていたでしょう。その備えとは尊い血です。神の臨在への道を開くのはこの血です。そして、この道は生ける道であって、死の道ではありません。


  サタンの反対


  ヘブル書のこの節は「一つの新しい道」と述べています。神の臨在の中に入る道が新しく開かれたのです。一つの新鮮な道、一つの新鮮な扉が、イエスの血によって開かれたのです。これにはどんな内容・意味があるのでしょう。というのは、これは明らかにサタンが憎み、サタンが恐れていることだからです。サタンが実際に反対するのは、この束縛、この捕囚――自分の王国のその中に彼は人々を連れ込みました――から逃れる民、天のあの王国に到達する民がいてはならないからです。自分の主権、自分の支配から自由になりつつある民に、彼は大反対します。別の主権の下で構成されつつある民に、彼は大反対します。そして、この別の主権とは特に、彼の普遍的支配に対する大敵である、神の御子イエス・キリストの主権です。彼はそれに大反対します。この天的団体、自分に対する隷属から解放されて自分の王国に対する脅威となった民の形成に、彼は大反対します。彼の統治と体制を打倒して全く滅ぼすことに、彼らは関わっています。切り抜けるすべての男女、この開かれた天の祝福の中に入るすべての男女、このように近づくすべを知っているすべての男女は、ですから、最後まで、サタンのきわめて激しい憎しみと執拗な敵意の的の一部になります。


  黙示録十二章の問題はまさにこれです。それはこの民の最終的な登場・解放です。何が起きるのでしょう？大きな赤い龍はこの男の子を飲み込もうと待ち構えています。これが伝えるのは、全き悪意の描写であり、全く獰猛で、破壊的で、邪悪で、冷酷な――大きな赤い龍です！――これがこの男の子を食い尽くそうと見張って、待ち構えています。しかし、男の子は直ちに天に引き上げられます。男の子は切り抜けて、脱出します。そしてこの龍は、その標的、その餌食を失って、直ちに大きな怒りを抱いて地の民の所に下って行った、と述べられています。「地と海は災いだ。なぜなら、悪魔が大きな怒りを抱いて、おまえたちの所に下って行ったからである」。なぜでしょう？この男の子が脱出し、切り抜けて、解放されたからです。


  ある種の字義的方法で私たちに示されていることを、私たちは霊的に解釈しなければなりません。疑いなく携挙があるでしょうし、文字どおり共なる脱出と携え挙げがあるでしょう。しかし、それでも、私たちは認識しなければなりません。これは基本的に霊的なことなのです。つまり、この民は今、霊的な方法で形成されているところなのです――キリストにしたがって一つの民が形成されているところなのです――この民は、パウロが述べているように、御子のかたちに同形化されつつあり、ついには「あなたたちの中にキリストが完全に形造られ」（ガラテヤ四・十九）ます。これはこの男の子の形成です。起きているのは霊的なことです。それを見ることはできませんが、起きています。この霊的形成が進んでいる間、神が生活の中で真に霊的な御業を行って、その群れに対して又その群れの中にキリストの度量を増し加えつつある間、その群れはすぐそばに敵意、憎しみの霊があることにすでに気づいているのではないでしょうか？その憎しみの霊は、食い尽くし、飲み尽くし、引き裂き、滅ぼし、駄目にすることを欲しています。この恐るべき霊的圧迫の下で私たちが自覚しているのはこれではないでしょうか？人々がこの世で神に対して聖なる生活を送ることは、ますます容易になっているでしょうか？この世であなたの証しを維持することは、ますます容易になっているでしょうか？私たちはこの悪しきものについて、それが私たちと私たちの証しを滅ぼそうとしていることを、ますますよく自覚するようになっているのではないでしょうか？それは強まっています。疑いなく強まっています。私たちを滅ぼすことが、悪のこの勢力の狙いです。これは一つの問題、一つの危機、一つの極点、一つの究極的結果を指し示しています。


  神はほむべきかな、この問題について、それがまさにどうなるのかについて、私たちは告げられています。彼は食い尽くさず、飲み込まないのです。この男の子の群れを仕留めないのです。男の子は神とその御座に引き上げられます。しかしこれは、男の子は私たちの周囲の至る所にある霊的怒りと憎しみの雰囲気を通らないことを意味しません。


  しかし私が述べてきたように、血の証しの第一の特徴は、人々は霊的に切り抜けた、ということです。つまり、彼らに対して天が開かれており、彼らはそれを知っているのです。彼らはもはや、「私は追い出された」と言うカインとは違います。


  私たちが今日ここで主の子供たちとして胸に秘めている別の面は、私たちは自分が中にいることを知っている、ということです。自分が中にいることを、あなたは知っているでしょうか？たしかに、私たち自身は完全ではなく、それからかけ離れていますが、私たちは中にいて、開かれた天を持っており、切り抜けて、受け入れてもらっています。ひょっとしたら近づけるのではないだろうかと思いながら外に立っている必要はもはやないことを、私たちは知っています。恐れおののかず、大胆に進み出られることを、私たちは知っています。私たちは近づけますし、無限に聖なる神のまさに臨在の中にとどまることができます。イエス・キリストの血の効力に関する私たちの理解のゆえにです。


  しかし、ああ、私があなたに見ていただきたいこと、あるいは、ご自分の民がもっとしっかりと見て把握することを主は必要としておられると私が感じることは、これに関する血の適切な理解の途方もない力です。この血は、疑念、疑問、胸の奥に潜んでいる疑いの結果生じる弱さを、私たちのためにすべて片づけます。その疑いは、主に対する自分の立場に、私たちに対する主の姿勢に関するものです。この胸の奥に潜んでいる疑いは私たちの力を損ない、私たちの敵の力を増し加えます。私たちは途方もない戦いのこの舞台の中に置かれます。この戦いはアダムの時代から続いており、この時代の終わりまでずっと続きます。大きな敵、恐ろしい仇との戦いです。それが霊的なものであることを理解するとき、それは次のような結果になります。すなわち、敵は何とかして私たちを霊的に弱めて台無しにしなければならないのです。それは、自分自身の要塞を維持するためです。そして、私たちの側の霊的強さは、彼の側の霊的弱さを意味します。また、私たちの側の霊的強さは、主イエスの血の価値を信仰によって理解した結果です。あなたが強いか弱いかは、この血をあなたがどう理解したかによります。教理や教えとしてではなく、あなた自身の最も深い部分で、どう理解したかによります。ご自身に対して真に信実で徹底的なすべての者たちのために、主は労苦されます。イエス・キリストの血が彼らに対して、ご自身が見ているとおりのものとなるように、主は労苦されます。これは次のことを意味します。主は何度も何度も、実際的な方法により、諸々の経験を通して、彼らを立ち返らせて、この血の無限の価値を彼ら自身の心に新たに感得させなければならないのです。また、彼らの証しの力、意義、豊かさは、常に大いに成長し続けなければならないのです。


  私は今日イエス・キリストの血の中に、数年前に見ていたよりも遥かに多くの内容を見ています。今日この血の中にさらに多くの内容を見ています。そしてこの血は私の生活の中で、一年前よりもさらに尊いものとなっています！これはそうでなくてはなりません。これは静止した証しや真理ではありませんし、教理にまとめられて私たちが受け入れたものでもありません。いいえ、これは強力な力であって、私たちのうちに増し加わらなければなりませんし、私たちはそれにもたらされなければなりません。そして、それにもたらされるのは、私たちが罪の中に導かれてこの尊い血の価値を尊重するようになることによるのではありません。私たち自身の心と、私たち自身の性質の中にある不法の深さとが、私たちに開示されることによります。これが一方において意味するのは、私たちは自分自身の徹底的無力さをますます意識するようになる、ということです。しかし、それと並行して、私たちは自分の無力さの中に取り残されるわけではなく、この血の強力な可能性を理解するようになるのです。もし私たちに全き御旨に至るつもりがあるなら、主は私たちに対してこれを行ってくださいます。


  これが勝利の意味です。そして、私が述べてきたように、この血の価値に関するまさに最初の点は、主に対する自分の立ち位置と、私たちに対する主の姿勢とに関して、何の不安もないということです。あなたはこれに関して何か根本的な疑いを抱いているでしょうか？この確信があなたの中に霊的な方法で造り込まれたでしょうか？たんなる知的な事柄としてではなく、神があなたの中にどん底の経験を通してなさったものとして、造り込まれたでしょうか？あなたは開かれた天――神と共に切り抜ける道――というこの問題に関して、この血の力を学んできました。そうです、幕を通って、まっすぐ至聖所の中に、この宇宙で最も荘厳な恐るべき場所に入るのです――この血がなければ、死んで運び出されてしまいます。


  これが意味するところを誰が定義・描写できるでしょう？死はとても恐ろしいものです。神の御子、主イエスは、すべての人のために死を味わわれました。これは彼の磔殺のことだと思いますか？これは、人々が彼を殺した時に、彼が肉体的に十字架につけられたことだと思いますか？全くそうではありません。あなたは磔殺とこの死とを常に区別しなければなりません。キリストの死をキリストの磔殺と同じものとは思わないでください。途方もない違いがあるのです。ローマ・カトリック「教会」は常に磔殺を、外側の客観的な面を力説します。しかし、ローマ・カトリック「教会」が道徳的に腐敗しているのは、キリストの死の意義を把握してこなかったからなのです。そうです、彼が「わが神、わが神、なぜわたしを見捨てられたのですか？」（マタイ二七・四六）と叫んだ時、彼はすべての人のために死を味わわれたのです。神に全く見放されて捨てられることの意味を完全に自覚する実感の中に、魂が真に、徹底的に、全く入ろうものなら、その魂は死を味わいます。死そして地獄とは、神から捨てられることだけでなく、それを知ること、それを理解すること、それを十分に実感することでもあります。これが死です。神との交わり、神との生き生きとした関係を知っている人にとって、この実感を失う経験は、それがごく短いものであっても、地獄であり、死です。彼らはこの関係を実際に失ったわけではありません。しかし時として、地獄の雲が湧き起こって、魂の上に広がり、あなたは「主は自分と共におられる」というあの幸いな感覚を失い、一人ぼっちに思われます。魂が知りうる最も恐ろしい経験は、神に捨てられる恐ろしい現実の中に入ることです。これを一瞬でも経験する時、それは永遠のように思われます。一瞬でも永遠のようです。そしてイエス、神の御子は、すべての人のためにこれを味わわれました。「それは人が死なないため」、そのようなことが起きないためでした。旧約聖書における字義的意味はこの霊的現実――「それは人が死なないためです」――の一つの型にすぎませんでした。そして、この血があの恐ろしい必然性・可能性に対して備えをしたのです。その血とは主イエスの尊い血です。


  血による勝利


  さて、罪が存在する領域では、死はサタンの正当な武器・道具であることを考える時――罪はサタンの根拠だからです――イエスの血はサタンの権利、力、根拠を彼から取り去らなければならないことがわかります。イエスの血は罪を対処します。罪はサタンの立場です。イエスの血はサタンの権利を対処し、サタンの力を対処します。死はサタンの力です。聖書における血に関する啓示全体からわかるように、この血はこれらすべてを対処します。まさにそのとおりです。この血は罪の問題を引き受けます。罪はサタンの訴えの正当な根拠であり、この根拠に基づいて彼は死という自分の正当な武器を行使します。この血はそれをすべて失効させて、サタンから彼の立場と力を奪います。これを認識すること、強い信仰でこれを保持することは、悪の領域においては、その領域の敵対心を徹底的に刺激するようなことです。しかしそれは、この血の結果に対する恐れによって引き起こされた憎しみなのです。この血は、一方において、サタンを滅ぼすためであり、他方において、この血のおかげで神の御前に立つあの人々のためです。これがみな、その血のこの証しと密接な関係にあります。これは切り抜ける道、新しい道です。


  私はここで終えなければなりませんが、終えるにあたって再びあなたたちに尋ねることにします。この血はあなたにとってどんな意味があるのでしょう？それはあなたのキリスト教的信条、主イエスを信じるあなたの素朴な信仰の一部にすぎないのでしょうか？まあ、それでも結構かもしれません。しかし、ああ、あなたはこの血の途方もない力をますます見るようになっているでしょうか？それをますます理解するようになっているでしょうか？もしそうなら、勝利の生活はあなたのものです。あなたは恐ろしい戦いの中にあるかもしれませんが、その戦いのまさに中心に勝利があります。もしこの信仰があなたにあるなら、主イエスの血にしがみつきなさい。


  私はこう感じています。主は主イエスの基本的証しに関する十分な立場に私たちを戻らせようとしておられるのです。それは、ますます困難になりつつある終末の霊的状態に対処するためです。「霊的圧力や戦いに関して全く理解していない人々に向かって自分は話している」とは私は思っていません。霊的戦いとは何なのか、まさに悪魔との霊的戦いとは何なのか、悪の勢力の抵抗を受けているにもかかわらず知らない人があなたたちの中にいるなら、あるいは、何の戦いもない輝かしい勝利の行進の中をあなたたちがまさに進んでいるなら、その場合、私が述べていることはあなたたちにとって何の意味もありません。しかし、霊の命を得るのがますます容易ではなくなりつつあり、ますます困難になりつつあること、そして、あなたに霊的に立ち向かっているこの勢力がますます自分たちの力を示しつつあることに、あなたが気づきつつあるなら、あなたは私が何を話しているのかわかるでしょうし、問題は「それにどう対処すればいいのか？」であることがわかるでしょう。これが神の御言葉から予期されることです。これはそうなることが予期されます。そして、最終的にサタンは、食い尽くそうとするこの大きな赤い龍に込められた彼のすべての称号を帯びて、出現することになります。私たちはどのように勝利し、切り抜けて、神のもとに、彼の御座に引き上げられるのでしょう？これは内なるものに基づく何らかの結果です。


  外なるものは内なるものの結果です。そして、その内なるものとはこれです、「彼らは、小羊の血のゆえに、また彼らの証しの言葉のゆえに、彼に打ち勝った。彼らは死に至るまでも、自分の命を愛さなかった」。これが意味するのは、必ずしも私たちが文字どおり殉教者になることではありません。そうではなく、これは確かに次の事を意味します。すなわち、私たち自身の生活、それが意味するいっさいのもの――私たち自身の生活を構成している私たちの諸々の関心――これはことごとく、私たちの証しと釣り合ったものにならなければならず、この一つの偉大な問題に服さなければならないのです。その問題とは「神はご自身が求めておられるものを私たちの中に得なければならない」ということです。もし主の関心と私たちの関心、彼の生活と私たちの生活との間に何らかの齟齬があるなら、そこから敵は入り込んで、すべてを破壊します。それが弱点です。二心ではない心が、敵に対して完全に勝利するのに必要です。


  私たちが現在知る必要がある、と主が見なしておられることを、主ご自身が語ってくださり、私たちに明らかにしてくださいますように。


  



  第三章 血による復活の命


  



  聖書朗読：ヘブル十・十九～二〇、創世記八・二〇～二一、一ペテロ三・十八～二一、マタイ三・十三～十七


  



  前の章で私たちは、主がイエスの血の強力な効力に関して、御言葉を通して新たな方法で私たちに語りかけることのできる領域の中に入ろうとしました。特に、悪の勢力からのますます強まる霊的圧力――終末の状況はこのようなものであると神の御言葉は啓示しています――の観点からそうしようとしました。私たちは終末の状態を示す黙示録十二章に言及しました。この章の描写によると、大きな龍、あの太古の蛇である悪魔、兄弟たちを訴える者であるサタンが、あるものを食い尽くそうと待ち構えています。そのあるものとは、形成されつつあるものであり、神へと、そして、御座へと引き上げられることになっているものです。私たちはこう結論してもかまわないと思います。すなわち、これはラオデキヤ時代の勝利者たちに対してなされた「わたしと共にその座につく」という約束を成就するためであり、「鉄の杖で諸国民を支配する」という御言葉を成就するためなのです。この群れの誕生と携挙に反対して、サタンの敵意のあらゆる圧力が加えられます。自分たちは今これを多少経験している、と私たちは確信しています。


  今は、まさにこれが霊的に進行しつつある時です。そして、真に霊的な神の民は、悪と死の勢力の霊的圧力に気づいています。そのため、イエスの証しの維持・拡大はますます困難になりつつあります。そのための道は細く、閉鎖・封鎖されようとしています。霊的前進、真正の霊的前進を一歩でも果たすには、真に霊的性格を帯びているものを実際に少しでも獲得するには、近頃では、とても大きな戦いと代価がつきものです。私たちが述べているのは諸々の大きな運動についてではなく、まことの霊的益についてです。


  何事かを成しつつあるかのように思われる、大きな組織的運動がたくさんあります。しかし、私たちはもっと深く見ることを学びました。この類の活動はまことの霊的益を常に示すものではないことを、私たちは経験的に知りました。往々にして、しっかりとした霊的価値がほとんどないことが後でわかります。真にキリストの増し加わりであるものは、きわめて強烈な方法で常に悪の勢力から攻撃されます。正しい道の立場に少しでも立つには、大きな代価が必要です。そして御言葉が示しているように、これは終末に向けてますますそうなります。また、神の民は自分たちの立場を徹底的に知り、自分たちの武器を実際に知る必要があります。このような霊的圧力の状態の存在と、自分自身の生活とこの世界で真の生ける証しを維持することの困難さとに気づくとき、私たちは神が勝利のために備えてくださった諸々の手段に関する常に新しい霊的理解を持つ必要があります。そして、勝利の第一の包括的な手段は主イエスの血です。ですから私たちは、主イエスの血の途方もない意義と価値に関する理解に、常に新たに立ち返る必要があります。


  少しだけ見たように、アベルは地上における主の最初の証し人であり、サタンの全力の敵意に遭って死にました。しかし、彼の体は損なわれて殺害されましたが、霊においては勝利して勝利者の証しの系譜の最初のものになりました。彼は血のゆえに勝利しました。彼が勝利したのは彼の証しの血のゆえでした。彼の勝利の性質について、私たちはもう少し詳しく触れることにします。さしあたって事実に触れるだけです。アベル以降、あらゆる時代を通して、これが勝利の手段でした。というのは、この同じ敵意に、あらゆる時代の神のすべての真の子供たちは常に遭ってきたからです。そして最後まで、黙示録が明らかにしているように、これはそうです。「男の子」と称されているこの群れは、「小羊の血のゆえに、彼らの証しの言葉のゆえに勝利した。彼らは死に至るまで自分たちの命を愛さなかった」。この血が最初から最後まで勝利の基礎です。勝利することは決して小さなことではありませんでした。恐ろしい戦いだったのです。


  諸々の事例の幾つかを見さえすれば、これがいかに大きなことなのかがわかります。ここでついでに、イスラエルのエジプトからの解放――エジプトにおけるあの素晴らしい過越の夜――の問題に言及することにします。それはなんと途方もないものだったことでしょう！神はそこで悪の勢力を極みまでも引き出されました。この物語を注意深く読んだことがあるなら、「なぜ神は、パロに対する取り扱いの最初の時に、全力で介入してこの状況を打破し、ご自身の民を脱出させなかったのだろう」「どうして神は一種の段階的な方法を取られたのだろう」とあなたは不思議に思ったかもしれません。一戦目はモーセの杖によってです――魔術師の杖は神に匹敵するかのように思われます。確かに、これが一戦目です。唯一の違いは、モーセの杖――モーセの杖が転じた蛇――が他の杖をすべて飲み込むことです。これは至高性を示していますが、決してこれで終わりではありません。次に、他の事柄も同様で、匹敵しうるかに思われます。神はそれらを利用されます……次々と災厄が起きて広まります。御言葉が「エジプトのすべての神々に対して」（出エジプト十二・十二）と述べているのを思い出すなら、当時起きていたことは、霊の領域に次のことを銘記するものだったことがわかります。すなわち、神はエジプトの神々を対処して行動不能にしようとしておられたのです。彼はまさに礼拝の対象を礼拝者たちの上に降りかからせました。川が礼拝されていたので、彼はそれを血に転じられました。その背後にはひとりの神（god）がいました。神（God）は霊的背景を取り扱っておられ、徐々に引き出されます。そしてついには、これを十分に伸ばして、まさに命か死かの問題にされます。これが最後です。


  私の要点はこうです。霊的悪の力はことごとく徐々に引き出されつつあり、その後、神はそれを丸ごと粉砕されるのです。小羊の血によって粉砕されるのです。過越の夜、血が契約の印、勝利の手段でした。そして、十分に伸びきった悪の力は、この血の根拠に基づいて対処され、打ち倒され、民は脱出しました。私がこれを述べるのはただ、主イエスの血は勝利の基礎であることを示すついでです。主イエスの血は、十分に伸びきった悪の力よりも、偉大であり、強力なのです。


  血は命である


  さて、少しのあいだ、この血の性質のおかげであるこの勝利の性質に、さらに向かいたいと思います。そこで、まず最初に、「血」というこの用語を識別すること、つまり定義することが必要です。次のような場合、私たちは自分の頭の中からその象徴性を排除しなければなりません。すなわち、「血」という言葉は象徴的用語であるため、その象徴性のゆえに、この血の真の意義を知的に誤解したり理解しそこなったりする場合です。復活した主イエスに血はありません。復活の体は血のない体です。それは別の原理によって動かされ、力づけられています。彼は「わたしに触り、そして見なさい。霊には肉や骨はありませんが、あなたたちが見ているとおり、わたしにはあります」（ルカ二四・三九）と言われました。もしこれが復活の前なら、「肉や血」であったでしょう。しかし、この血のきわめて強力な力について、彼の復活・昇天後も、ずっと最後まで、依然として述べられています――文字どおり血があるわけではないのにです。ですから、「血」は象徴的用語であり、私たちは象徴されているものの意義を理解しなければなりません。


  簡単に述べると、血は性質です。時としてそれは「魂」であると述べられています――これは同じものです。時としてそれは「命」であると述べられています――命と血は同義語です。時としてそれは「心臓」とも述べられています。しかし、これは象徴的用語としての「心臓」であり、文字どおりの意味ではありません。何なら、それを命、一種の命・性質として述べることもできます。その場合、これは主イエスの性質・命ということになります――彼の中にある類の命、性質ということになります。これが力です。血について述べる時、私たちは常に覚えておかなければなりません。私たちが述べているのは、彼の血管中の赤い液体のことではなく、彼が注ぎ出された血と彼の中にある性質のことなのです。


  次に、神にささげるべきささげ物に関する旧約聖書のすべての象徴に戻ると、それは常に傷もしみもないものでした。小羊には傷もしみもありませんでした（出エジプト十二・五）。先ほど読みましたが、ノアは清い獣を取って主にささげました。常にそうです。彼らは神にささげるいけにえの清潔さや清さに関して細心の注意を払いました。マラキの時代、神が民を責められた最大の点は、彼らが傷のある盲目のものを神の祭壇にささげていることでした。そのようなことは犯罪であり、邪悪な犯罪でした。なぜなら、祭壇といけにえは主イエスを表すべきものだったからです。盲目で傷のあるささげ物は、盲目で傷のあるキリストを表しました。神にとって耐えられないことです。「離れよ、わたしは何も受けない！『あなたたちは呪いをもって呪われる』」（マラキ三・九）。いけにえの意味を認識していなかったのです。これらのいけにえの目的は、主イエス・キリストの性質の徹底的な完全性、無罪性、潔白さ、不朽性を象徴することでした。そして、この道徳的性質の中に強力な力があるのです。それに対してサタンには何の権威もなく、何の立場もありません。「この世の君が来ます。しかし、彼はわたしの内に何も持っていません」（ヨハネ十四・三〇）とイエスは仰せられます。


  これが、サタンが主イエスについて抱えている、大きな問題であり謎です。彼はあたりを何度も巡って、中に入り込む道を見つけようとします。彼を滅ぼすための正当な足掛かり、権威の立場を自分に与えてくれるものを得ようとします。サタンを破滅させるのはこの性質です。主イエスが受けた誘惑はすべて、サタンが仕掛けたものであり、それは彼の中にない何かを彼に取り込ませるため、彼に何かを取り入れさせるためでした。「もしあなたが神の子なら……」（マタイ四・三）。彼の内にない何かを内にもたらすためでした。それは、サタンがこの御方を霊的に優位な地位から退位させるためであり、この子たる身分が有する意味をすべて損ない、完全な性質、神ご自身の性質、神ご自身の御心を持つ神の御子を損なえるようになるためでした。ここにキリストの至高性があります。それは彼の罪なき性質です。


  今、次のことがわかります。無罪性、聖さ、純粋さ、不朽性は、サタンを滅ぼすものであり、サタンを打ち負かすものなのです。そして、これはすべて聖書中の一つの言葉に帰着します――すなわち義です。「信仰によってアベルはカインよりもすぐれたいけにえを神にささげ、このことを通して義であるとの証しを得ました。神が彼の供え物に関して証しされたからです」（ヘブル十一・四）。彼は義であると神は証しされました。これが彼の勝利でした――すなわち、信仰による義、信仰による神からの義です。そして、彼は悪の力の残忍な襲来に直面しても勝利しました。彼は肉体的には死んでいますが、それでも語りかけています。これは、旧約聖書の他の御言葉に照らして解釈すると、次のことを意味します。この血は、その器から分離されても、なおも生きているのです。私たちは今日これを知っています。近年、輸血が大いに発達しました。血を数週間たくわえておいても、依然として生きており、依然として活気づけて活性化できるのです。血は生きているものです。


  さて、アベルの血は、それが流されて大地がその口を開いてそれを受け入れた後も、なおも語っており、なおも力があり、なおも活力があり、なおも訴えかけているものとして述べられています。「あなたの弟の血の声がわたしに叫んでいる」。これは象徴的表現です。


  主イエスは彼の十字架を通してご自身の血を解き放たれました。彼は血を流された、と私たちは言います。たしかに、これは象徴的表現です。しかし、彼はご自身の命を解き放ち、注ぎ出して、言われました、「取って、飲みなさい。人の子の血を飲まなければ、あなたたちの内に命はありません（ヨハネ六・五三）。この杯はわたしの血による新しい契約です（一コリント十一・二五）。あなたたちはみなそれから飲みなさい（マタイ二六・二七）」。彼は彼の性質、彼の神聖な性質、彼の罪なき性質を解き放ち、彼の霊によってそれを私たちに与えてくださいました。ペテロは言います、「際立って偉大な尊い約束。それによって私たちが神聖な性質にあずかる者となるためです」（二ペテロ一・四）。私たちは彼の命を受け入れました。象徴的に、私たちは彼の血を飲み、彼の命を受け入れました。私たちの新しくされ、再生され、新生した霊の中には、受けた何かがあります。それは神の霊による、罪のない、朽ちないものです。私たちはそうではありませんが、彼はそうです、「神が御子に関してされた証し。その証しとはこれです。すなわち、神は私たちに永遠の命を与えてくださったこと、そして、この命は御子の中にあることです。御子を持つ者は命を持ち、神の御子を持たない者は命を持ちません」（一ヨハネ五・十～十二）。私たちは二つのものから成っています。外面的に、私たちは依然として生来のままですが、内面的に、私たちは別の者です。キリストにあずかる者、彼の神聖な命、彼の性質の共有者です。私たちは彼の血から飲みました。


  さて、これこそあらゆる戦いの原因・契機です。この血は何でしょう？それは彼の義なる性質です。それは私たちの存在の最も深い部分にある真理であり、彼が神の御前でそうであるように私たちを義とします。これが証しです。「彼がそうであるように、私たちもこの世でそうであるからです」（一ヨハネ四・十七）。彼のように義なのです。これは途方もないことです！これは把握するのが困難です。そしておそらくこの困難に敵はときどき乗じます。しかし、これを握ることだけを私たちは叫び求めます。それは、私たちが地獄から救われて天に至る問題であるだけではありません。サタンは打ち倒されて、神の王国がもたらされること、そして、神のすべての御旨が実現されることに対する、この強力な証しの基礎でもあります。それは罪の赦しの単純な福音の一部であるだけではありません――それはこれでもあるのですが、無限に優ったものです。まさに最後までずっと、この宇宙における神の壮大な御旨はすべて、この血と密接に関係しています。この血の意義を私たちが信仰によって保持することと密接に関係しています。この血の中に神を真に満足させる義があるのです。


  血による復活の命


  こう記されています、「ノアは主のために祭壇を築き、すべての清い動物と、すべての清い鳥のうちから取って、祭壇の上で全焼のささげ物をささげた。そして、主はそのかぐわしい香りをかがれた」（創世記八・二〇、二一）。何が起きたかわかるでしょうか？それは新しい世界です。それは裁きの中から現れました。一つの世界が裁かれ、死に下り、葬られました。ペテロの表現では、一つの世界がバプテスマされました（一ペテロ三・二〇～二一）。ペテロが言うには、洪水は世界をバプテスマするものであり、裁かれて罪に定められたものとして死の中にバプテスマするものであり、新しい世界を起こすものだったのです。


  しかし、それでは不十分です。その起こされた新しい世界は活かされて、神に対して生きているものとされなければなりません。そこで、ノアは祭壇で血を注ぎます。そして、血を注いで、このいけにえを祭壇上にささげることにより、神に対して生きている世界を贈り物として進呈します。血がそれを生けるものとします。


  これが正しい解釈であることを疑うなら、幕屋とそのすべての備品と体系の事例を見てください。それについてどう述べられているのかを思い出してください。血がすべてのものの上に振りかけられました。幕、祭壇、備品の上に、契約書の上にまで振りかけられました。何のために血はすべてのものの上に塗られたのでしょう？幕屋は麗しい体系であり、模型にしたがった完全なものですが、それだけです。聖書の模範にしたがって物事を構成したとしても、全く死んでいるおそれがあります。新約聖書的秩序を打ち立てたとしても、命に欠けているおそれがあります。これは活気づけられ、活性化され、生けるもの、実際に生きているものとされなければなりません。ノアは実効的に、そのいけにえの血によって、これを神に対して生きているものとしました。どうやってでしょう？ペテロがそれを説明しています。「八人が水を通って救われました。その水はバプテスマの予表であって、今やあなたたちをも救うのです」。次に彼は自分が述べたことを保護します、「バプテスマは肉の汚れを除き去ることではなく、神に対する正しい良心の審問、応答です」。


  神に対して正しい良心とは何でしょう？人々は、多くのことを行わず、多くの別のことを行っているがゆえに、自分自身に対して正しい良心を持っているかもしれません。これは神に対してとがめのない良心ではありません。神に対して正しい良心は一つしかありません。すなわち、清められた良心です。言い換えると、絶対的義の神の水準にかなう良心です。つまり、罪なき完全です。さて、これをその文脈から抜き出さないでください。私の話は終わっていません。教理としての、自分自身による罪なき完全を私は説いているのではありません。私たちが何者であるのかにはかかわらず、神は罪なき完全より低いいかなる水準にも決して下られません。これを彼は要求しておられ、徹底的な罪なき完全より劣るものを一瞬たりとも受け入れようとはされません。神に対して正しい良心を持つには、あなたはこの立場の上に立たなければなりません。


  このようなことがどのように可能なのでしょう？神ご自身が小羊を備えてくださったのです。神はそれを見いだして、ご自身でそれを御子において備えてくださいました。主イエスの性質の徹底的無罪性が神の要求に応えます。「あなたはわたしの愛する子。あなたをわたしは喜ぶ」（ルカ三・二二）。しかし、それがどのように起きたのか、あなたは気づいているでしょうか？この証しはバプテスマを通してなされました。それは主イエスによりバプテスマを通してなされました。ペテロはそう述べています。「正しい良心の応答」。どのようにしてでしょう？パウロ流の説明をするとこうなります。ここに、一人の犯罪人がいます。彼の良心は大いにとがめています。当然のことながら、裁判は彼に対して全く不利です。彼は死刑判決を受けて死に渡されます。彼は自分の罪の最終的罰を受けます。「罪の報酬は死です」（ローマ六・二三）。彼は死にます。法律の要求がすべて執行されます。法律が彼の上に執行し尽くされて、今や彼は死にます。その人が起き上がり、死者の中からよみがえります。法律を再び適用して、刑をすべて執行し直すことは、正しいことでしょうか？いいえ、法律は満たされたのであり、その人は自由です。パウロはこれを解放と呼んでいます。苦しんだ者は、パウロが言うには（彼が意味しているのはこの死の最終的苦しみのことです）、罪から義とされ、解放され、自由なのです。私たちはキリストにあって死にました。彼は私たちとして死なれました。彼は私たちのために呪いとされ、神の要求はすべて満たされました。そして、彼は死者の中から私たちとしてよみがえらされました。裁きはもはやありません。解放され、義とされたのです！


  これが、「今はそうさせてください。このようにすべての義を成就するのは、わたしたちにふさわしいことです」（マタイ三・十五）と述べた時に、彼が言わんとされたことです。あなたはすべての義をどのように満たすのでしょう？すべての罪に対して死に、罪人として死ぬことによってです。不義があるところに、神の義なる要求をすべて執行してもらいなさい。そして、不義は対処されて葬られたがゆえに、不義はもはや通用しない立場につかせてもらいなさい。


  神に対して正しい良心の応答とは次のようなものです。すなわち、私たちは復活されたキリストの中にあり、そこでは私たちの罪は永遠に裁かれ、私たちの罪深い性質、私たちの罪深い人は彼にあって対処され、取り去られているのです。そして、私たちは信仰によって彼の罪なき性質、彼の罪なき命を受けているのです。もう一度言うと、私たちの存在の最も内奥の現実に神は満足しておられるのです。


  血による絶え間ない清め


  さて、これによりある状況をもたらす何かがなされました。その状況により、サタンは無力化され、彼の根拠は彼から取り去られ、彼の権威は滅ぼされます。しかし、その絶望的状況の中でも、彼は諦めません。私たちの主に対して働いたのと同じように、彼は私たちに対しても働いて、この立場――そこでは彼は無力です――から私たちを引き離そうとします。さて、主イエスに関しては、彼はそこにない何かを持ち込もうとしました。私たちに関しては、彼は何とかして私たちにこの立場――キリストはどのような方なのかという立場――を放棄させて、別の立場を取らせようとします。特に、私たち自身がどのような者なのかという立場を取らせようとします。ですから、最後の最後の箇所で、彼は兄弟たちを訴える者、「彼らを私たちの神の御前で昼も夜も訴える者」（黙示録十二・十）と呼ばれています。彼は「このことやあのことを見てみなさい。この人やあの人に関する別の面を見てみなさい。あの気性の荒さ、あの失敗、あの……を見てみなさい」と言います。ああ！私たち自身に言える無数の事柄を何でも言います！彼は訴えて、私たちをこの立場にもたらして、この立場を取らせようとします。私たちが一瞬でもそうするなら、私たちの喜びは失せ、私たちの保証は失せ、私たちの力は失せ、私たちの顔色は悪くなり、私たちは悲惨になります。死が入り込んで、サタンは絶えずこの支配力を強めます。正しい立場を回復すること、取り戻すことは、なんと困難なことか。それは真に戦いを意味します。それにもかかわらず、神はこのすべてに関して備えをしてくださっています。


  神は備えをしてくださっています。この基礎、最初の立場とは次のようなものです。すなわち、信仰によって私たちは義とされる、ということです。つまり、私たちは義と勘定してもらえるのです。キリストにあって、彼の血のゆえに、私たちは義である、という証しを私たちは持ちます。次に、神は残りのこと、私たち自身がどのような者なのかということを、明確にご覧になって、備えをしてくださいました。それは、そうしたいっさいのことによって、この基礎的立場が影響を受けたり覆されたりすることのないためです。「もし私たちには罪がないと言うなら、私たちは自分自身を欺いているのであって、真理は私たちの中にありません」（一ヨハネ一・八）。多くの人々が、自分の状態と自分の立場との間の不一致というこの困難を克服しようとしてきました。自分たちの中には何の罪もない、といったことを主張することによってです。それは幻想であり、真実ではありません。この人々の大半はそうではないことを知っているので、罪を別の名で呼ばざるをえません。しかし、神は真実をご存じであり、事実上こう仰せられます、「あなたがキリストにあって根本的にどのような者なのか、ということは一つのことであり、あなたはそのような者です。あなたが自分自身にあってどのような者なのか、ということは別のことですが、それに関してもわたしは備えをしましょう」。


  「もし私たちには罪がないと言うなら、私たちは自分自身を欺いています（彼を偽り者としています）」（一ヨハネ一・十）。「もし私たちが自分の諸々の罪を告白するなら、彼は信実で義であられるので、私たちの諸々の罪を赦し、すべての不義から私たちを清めてくださいます」（一ヨハネ一・九）。ああ、この述べ方が私は好きです。なぜこのように述べられているのかを理解すればするほど、私はますますこれが好きになります――「彼が光の中におられるように、私たちが光の中を歩くなら、私たちは互いに交わりを持ち、御子イエスの血はすべての罪から私たちを清めます」（一ヨハネ一・七）。私たちの英語では元の意味が失われています。この御言葉の時制は、「御子イエスの血はすべての罪から清め続けます」です。この命は永続的なものであり、このように聖める命であり、このように義なる性質を持っています。もしかすると、私たちは何らかの暗闇、暗闇の行動、暗闇の霊、暗闇の気性の中に落ち込んでいるかもしれません。暗闇であって光ではない何かの中に落ち込んでいるかもしれません。それについてどうすればいいでしょう？その中で前進し続け、その中に居続けるべきでしょうか？あるいは、そこで脇に行ってそれを告白するべきでしょうか？暗闇の中を歩くなら、何が起きるでしょう？私たちに対するこの血の効力を無効化してしまいます。私たちが立ち止まってそれを告白するとき、この血は新しいことをするわけではなく、常にし続けてきたことをし続けます。つまり、神の御前における私たちの立場を維持するのです。それは神に対して短く清算する問題です。罪の中を進み続けることではなく、告白することです。彼は信実で義であられるので、すべての不義から私たちを清めてくださいます。この血、この命、この性質、この義の強力な力が働き続けます。ただしそれは、私たちが信仰によってそれとの関係の中に居続けるならばです。


  あなたは次のことを少しは理解できると思いますし、あなたにはできると信じています。すなわち、この血とその意義には、霊の事柄や霊の勢力の全領域で、途方もない力があるのです。そして、それは神の御旨を実現できるのです。この血、この性質、神に対する正しい良心のこの応答、神のこの満足を、内住の主イエスは備えてくださいます。それは「あなたたちの内におられるキリスト、栄光の望み」（コロサイ一・二七）です。もし私たちがこの栄光の望みを他所に、あるいは自分たち自身の内に探すなら、栄光の望みは全くありません。内なるキリストが栄光の望みなのです。


  主がこれを私たちに対してますます大いに尊いものにしてくださいますように。


  



  第四章 血による新しい契約


  



  聖書朗読：出エジプト十二・一～八、エレミヤ三一・三一～三二、ローマ七・四、一コリント十一・二五、エペソ五・二五～二八、黙示録十九・七、九


  



  「これはわたしの血による新しい契約です。」


  「わたしが彼らの父祖を、その手を取ってエジプトから導き出した日に、彼らと立てた契約（中略）わたしは彼らの夫であった。」


  



  神がイスラエルと立てられた旧契約と、主イエスの血による新契約の両方に関する聖書の御言葉から、次のことは大いに明らかです。すなわち、この契約の基礎、この契約の性質は、それは婚姻契約だった、ということです。「わたしが彼らの父祖と立てた契約（中略）わたしは彼らの夫であった」。これに関して多くの聖書の御言葉が思い浮かびます。主は、イスラエルをご自身にめとった、と仰せられました。彼は預言者エレミヤを通して嘆かれました、「わたしはあなたについて、あなたの若いときの優しさ、花嫁の日々の愛を覚えている。あなたは荒野で、種が蒔かれていない地で、わたしの後に従った」（エレミヤ二・二）。この事実を証明する聖書の他の御言葉もあります。これについて今、議論することにします。


  この新約聖書でも同じ観念が現れます。ローマ人への手紙のこの章で、使徒は、律法に嫁ぐこと、次に、この夫である律法に対して死ぬことについて述べています。そして、復活の中で、この夫から解放されます。それは別の方、すなわちキリストに嫁ぐためです。これは旧契約から新契約へ、モーセからキリストへの移行です。婚姻関係にあるキリストと教会という偉大な真理が、エペソ五・二五の比類ない次の御言葉によって示されています。「キリストは教会を愛して、そのためにご自身をお与えになりました」云々。そしてこれはみな、あの偉大な結末、小羊の婚宴を指し示します。それは偉大な輝かしいことであり、私たちの理解力を遥かに超えています。たしかに、それを把握することはできません。しかし、ここには熟慮すべき一つか二つの思想があります。


  婚姻関係


  婚姻関係が主とその民の目的であり、それは彼の血によって制定されます。教会とキリストの間のこの関係は彼の血、新契約の血によって確立されます。私たちの前の黙想では、この血の意義をいくらか見ました――その性質と、したがって、その途方もない力を見ました。次に、この婚姻の契約関係の中でなされるのは、ある関係を実際に確立することです。その関係は一つの命を共有することであり、一つの性質、一つの命、一つの本質的パースンに共にあずかる者となることです。これが血の意義です。


  この問題に関する聖書の啓示全体によって私たちが今知っていることから、アベル以降のこれらのいけにえ、これらの血のいけにえの背後に何があったのかわかります。それは神との完全な一体化と交わりという関係の確立を求めていたのです。アベルは心の中でこれを求めていました。彼は神との契約関係のこの意味を求めて、その血のおかげでそれを見いだしました。同じことがアブラハムにも言えます。神はその血という手段によってアブラハムと契約を立てられました。イスラエルの場合についても、国家全体が血によって神との契約関係というこの基礎の上に導かれました。


  その意義は明らかです。まさに神ご自身の命を共有することによる絶対的交わりと一体性の立場・生活が目的です。これがそれによって神が意図されたことです。こういうわけで神は小羊とその血を定められたのです。彼の御思いはご自身との完全な一体化であり、他のものはみな永遠に放棄するに至ることでした。これがそれに関する彼の御心でした。もちろん、これにより、不信実な花嫁であるイスラエルの不信実さに関して時々述べられている恐るべき事柄の説明がつきます。それは神の御思いが徹底的だったからなのです。もはや二つの命、二つの興味、二つの一連の関心ではなく、単一の命、単一の性質、単一の目的です――徹底的な一体性を永遠の契約のこの血は表しています。それは婚姻関係であり、この関係によって神が意図しておられるいっさいのものを伴います。神がどれほどこの関係を聖なるものとして保持しておられるのか、彼の目にこれが何を意味するのか、私たちは知っています。


  私たちがしばしば述べてきたように、神が確立されたこの地的関係、この婚姻関係は、ある偉大で天的な永遠の事柄を地上で反映するよう定められています。その事柄は神が御心の中に抱いておられるものであり、ご自身とご自分が贖われた者たちとの間のものです――つまり、一つの血、一つの命、一つの性質による婚姻関係です――隔てはなく、二重の要素は全くありません。単一です。「これはわたしの血による新しい契約です」。「あなたたちはみなそれから飲みなさい」。


  主によって生きる


  私たちの飲食は謎めいています。どうなっているのか、だれもわかりません。その諸々の過程は描写できますし、状況の解析もできますが、だれも説明できない一つの点があります。その点とは、私たちが摂る食物はどこで私たちが考える思いや、私たちの音声になるのか、ということです。あなたがこれまで摂ってきた食事のおかげで、あなたは音声を発することができます。飲食を長い間やめるなら、あなたは自分の声を失います！あなたの思考力は失せ、あなたは考えられなくなります。どういうわけか、あなたが食べてきた食事、あなたが摂ってきた飲み物は、今や、思い、音、私たちの存在の表現そのものである他の多くの有形のものになります。


  要点はこうです――「わたしの肉を食べ、わたしの血を飲みなさい」。主イエスの命を受けること、彼を受けることによって、どのように彼が吸収されて私たちによって表現されるのかは謎です。私たちであるものから彼であるものに変わるのです。私たちの食物と私たちの飲み物――これらがいま私たちの人格を構成しています。もしあなたがある制限された系統のものしか食べないなら、あなたの振る舞いは変わるでしょう。あなたは不機嫌で気難しくなるかもしれません。あなたに必要なのは食生活を変えることです。さもないと、あなたは別人、あなたがおもに摂取するものにしたがって別人になるでしょう。このようなことによって私たちの人格までもがどう影響を受けるのかは、謎であり、未知であり、不思議です。理解力のある人ならだれでも直ちに言うでしょう、「これこれのものをたくさん摂りすぎたので、あなたはこうなったのです。あなたは変えなければなりません。別のものを摂らなければなりません」。私たちの食べるものが、私たちを今の私たちにしたのです。


  取って、食べなさい。取って、飲みなさい。そうするなら、ある結果、ある霊的な結果が生じるでしょう。あなたの存在、あなたの命の基盤は、あなたが摂取するものになるでしょう。もしあなたがキリストを摂取し、キリストを吸収するなら、あなたの中で奇跡が起きるでしょう。あなたがキリストを思うようになって、キリストを表現するようになるという奇跡です。無形ではあるものの、大いに現実的な数々の形で、キリストが現れるでしょう。これが婚姻関係です。私たちの中にある変化が起きて、もはや私たち自身ではなく、今や、私たちの命であるキリスト、私たちの思いであるキリスト、私たちの目的であるキリスト、私たちの道であるキリストになります。すべてキリストです。私たちの道と彼の道というような、二つの道はありません。二つの方法、二つの関心、二つの世界はありません。ただ一つだけです。「私にとって生きることはキリストです」（ピリピ一・二一）。私たちはキリストを受けました。私たちは常にキリストを受けています。その結果、私たちが受けるもののおかげで、私たちが与えるものもキリストになります。私たちが表現するのはキリストになります。


  さて、これが婚姻関係に関する神の御思いである、と述べるのは、おそらく飛躍に思われるかもしれません。しかし、これはそうなのです。神によるとこの婚姻関係は次のようなものです。すなわち、夫に結ばれた妻は夫の命を受け、それにあずかるのです。そして、彼女は一つの命だけを持つのです――それは夫の命です。また、一つの関心だけを持つのです――それは夫の関心です。妻は夫と同調します。ですから、「これが神が求めておられるものであり、私たちはこれが可能であることを理解しなければならない」というこのような結論をしっかりと下すことが、なんと重要でしょう。私は脇道にそれて、この婚姻関係について小言を述べたくはありませんが、これが神の観念です――すなわち、一つの命です。そして、他のものはこの一つの命にすっかり明け渡され、この一つの命によって統治・支配されなければなりません。それは、もはや二つの命ではなく、一つの命になるためです。これが神の御思いです。なぜならそれは、彼ご自身と彼の贖われた者との間の、御子と御子の花嫁との間の、この高次の関係の反映だからです。一つの命となるためにキリストを吸収するのです。


  信仰による主への私たちの明け渡し


  さて、注意してください。聖書の中で契約、血による契約が示される時は常に、信仰の要素も常に示されるのです。「信仰によってアベルはカインよりもすぐれたいけにえをささげました」。その時、ある契約が立てられて、導入されました。少し後でアブラハムの箇所に来ても、この同じものがあります。信仰がアブラハムと立てられた契約の基礎です。神は一つの契約をアブラハムと立てられ、その契約は創世記十五章に記されている日に開始されました。その時、アブラハムはいけにえを用意し、それを二つに裂き、主の御前に置きました。すると、たいまつがそれらの間を通りました。大いなる暗闇の恐怖が臨み、空の鳥が食い尽くすために降りて来たので、彼はそれらを追い払い、とうとう日が沈みました。その時、神は契約を立てられました。そこには流された血があり、契約のために備えられた立場がありました。そして、神はアブラハムと契約を立てられました。しかし、その上を覆う信仰の要素について大いに述べられています。「信仰によってアブラハムは……」。これはみな信仰によります。彼の全生涯は信仰によります。この同じものがノアにもあります。「信仰によってノアは……」。神はノアと契約を立てられました。そして、祭壇が築かれ、いけにえがささげられ、虹が契約のしるしとして与えられました。そこには血がありました。信仰によって、すべては信仰によってです。イスラエルについてもです。契約が立てられる時は毎回、信仰の要素が基礎です。


  これは新契約にもなんと当てはまることか。それは全く、信じる者に対するものです。


  これは何を意味するのでしょう？血による契約により、婚姻関係が表明されるのです。


  それは全く信仰によることは何を意味するのでしょう？それはとても単純だと思います。婚姻関係では信仰による大きな一歩が踏み出されるのです――一方の側は特にそうです。妻の側では、それは信仰の途方もない一歩です。それはまさに、相手への完全な委任を意味します。良いことであれ、悪いことであれ、優ったものであれ、劣ったものであれ、自分自身をそのために委ねるのです。そして今、私は単純に信じなければなりません、この相手は私を失望させず、がっかりさせないと。相手に自分自身を与えたことの正当性が最後には実証されると。


  これがアベルがしたことです、すなわち、信仰によって自分を神に明け渡して、血をその行為の印・証拠としたのです。これがアベルがしたことです。彼は自分を神に明け渡して、血をその明け渡しの基礎としました。これこそ、神がこの血について常に御心に抱いておられるものです――すなわち、信仰、完全な信仰の行為による、徹底的明け渡しです。これは宣言します、「私は相手に全く信頼して自分自身を与えます。私には何の疑問もありませんし、何も差し控えません」と。それは信仰の一大行為、信仰による放棄です。これがこの契約の一つの面です。これが、私たちが取って食べることの意味です。私たちはこう言っているのです。すなわち、私たちは徹底的信仰によって主に明け渡したのであると。正しい関係にある花嫁のように、私たちは彼に信頼しており、彼を頼りにしているのであると。正しい関係とは、神が結婚に込められたとおりの関係です。花嫁は全き確信をもって自分自身を明け渡し、自分自身を去らせて、もはや自分自身の命を生きようとせずに、相手に生きてもらうのです。もちろん、もっと多くの結婚がこうだったなら、世界はずっと幸いなものになっていたでしょう。しかし、神の御思いは、いずれにせよ、花嫁が相手に明け渡してこの生活を実現してもらうことであり、相手はそうしてくれると信頼することです。これが、主イエスの血による契約の中に入った時に、私たちがしたことです。私たちはすべてを実現してもらうために彼に明け渡したのです。彼はそうしてくださる、と私たちは信頼しています。彼はまさにこの目的のために私たちを選ばれたのです。


  私たちへの主の委任


  しかし、この契約には他の面があります。契約には常に二つの面があります。私たちが、自分たちの側で、信仰によって彼の血による契約の中に入る時、それは彼への私たちの徹底的明け渡しを意味しますが、彼はご自身の側から、この契約の他の面からこう仰せられます、「あなたがわたしに尽くす時、わたしもあなたに尽くします。わたしはあなたに自分自身を委ねます。そして、わたしのすべての資源をあなたは自由に使えます」。


  そして、ご存じのように、私たちはこの問題に関して試験されます。この契約関係の問題に関して私たちは大いに試されます。このことでアブラハムは試験されました。「今、あなたの息子、あなたが愛しているあなたの一人子を取って、わたしにささげなさい」（創世記二二・二）。神はまるでこう言わんばかりでした、「あなたは本気でわたしに尽くすつもりでしょうか？それを証明しなさい」。御言葉は「神はアブラハムを試された」と述べています。私たち自身の側が本気かどうかについて、私たちが彼に委ね切っていて他の関心はいっさいなく、彼に絶対的に信頼しているのかどうかについて、神は私たちを試しておられます。これがこの血が要求し、求め、意味することです。


  しかし、試みが終わるたびに、こう言えるのではないでしょうか？すなわち、主に信頼し、主にすべてを委ねるというこの問題に関して、契約関係に忠実であり続けるというこの問題に関して、新たに試みられる時は常に、主はご自身の側から戻って来て、「あなたがこのことを行ったので（中略）わたしはあなたを確かに祝福し、あなたの子孫を大いに増やす」（創世記二二・十六～十七）と言ってくださるのである、と。彼は私たちの信仰を立証し終えると、ご自身の側から常に喜んで介入して、ご自身を増し加えてくださいます。そして、試練を通して私たちを彼ご自身との関係の中にいっそう深く確立してくださいます。


  これは、次のことをさらに少しばかり垣間見たものにすぎません。すなわち、新契約の血の意義です。また、私たちがここで頻繁に行っていることの意義、主の食卓の意義、イエス・キリストの血の意義です――その意義とは、主への徹底的明け渡しと、彼を信じる徹底的信仰とによって、確立される関係です。これにより、彼の栄光のために、私たちの人生の可能性がすべて実現されるのです。


  



  第五章 神の豊かさ


  



  聖書朗読：ヨハネ二・一～十一、十三


  



  「このもろもろのしるしのはじめ」、最初の奇跡、この基礎的な事柄を構成する諸々の点（というのは、疑いなく、このもろもろのしるしのはじめの意義は、他のすべての基礎だからです）、この基礎的な事柄を構成する諸々の点は：三日目、婚姻、水、ぶどう酒、イエス・キリストの主権です。


  婚姻関係


  この結婚から始めることにしましょう。これについては私たちの前の黙想で述べました。そして、新契約、あるいはむしろ、血による契約は、旧契約と新契約の両方とも、結婚の契約だったことを示しました。主はイスラエルと結んだこの第一の契約に関して、「わたしは彼らの手を取って、彼らをエジプトから導き出し、彼らの夫となった」と言われました。このように手を取って導き出すことは過越の夜になされました。過越の小羊の血がその新しい関係、その新しい歴史の基礎でした。そして主は言われました、「この月はあなたたちにとって月々の始まりとなる」（出エジプト十二・二）。これは、彼ご自身との関係――血という基礎に基づく主との婚約関係――による新しい生活でした。新契約はこれです。それは婚姻関係、婚約、結合であり、小羊の婚宴で最高潮に達します。


  前に私たちが述べたことの大部分は一方の側からでした――結婚に関する神の見解・観念は、一方の側からすると、信仰による、相手への完全な信頼による、徹底的明け渡しです。次のことを理解することがとても重要です。すなわち、主イエスの血は命の合一、契約による合一を表しているのであり、私たちの側からすると、それは常に相手を信じて無条件で明け渡して委ねる問題なのです。それは結婚の契約なのです。


  もちろん、これは理想です、神の理想です。これは、ご存じのように、この地上の人々の間では一般的状況ではありません。とは言うものの、このような思想、このような標準を人々が心に抱くなら、それは途方もない影響を及ぼして、世界を実に幸いなものにするでしょう。


  しかし、別の面もあります。つまり、神の観点からすると、信仰の従順による徹底的明け渡しが一方の側に要求されますが――これは教会である花嫁によって示されており、私たちはその肢体であり、その中に含まれています――他方、「キリストは教会を愛して、そのためにご自身をささげられました」（エペソ五・二五）。「彼がご自身の血で買い取られた神の教会」（使徒二〇・二八）――この別の面もあるのです。天の事柄や霊の事柄に対する地上での証しというこの問題に関して、人間的・天然的水準に降りて、人間的に述べることにすると、この明け渡しは他方の側によって正当化されなければなりません。つまり、妻が無条件で自分自身を夫に明け渡して、自分の命を夫に全く委ね、自分自身の生活と作法を放棄して、夫のために夫と一つの生活を送るには、夫はそれにふさわしい必要があるのです。それに適っていなければならないのです。


  これについて聖霊はエペソ書の御言葉の中で大いに強調しておられます、「夫たちよ、キリストが教会を愛されたように、あなたたちの妻を愛しなさい」（エペソ五・二五）。「そのように、夫たちも自分自身の妻を自分自身の体のように愛さなければなりません。自分自身の肉体を憎んだ者は、いまだかつて、一人もいません」（エペソ五・二八～二九）。これは、男の側に維持すべき途方もない水準があることを意味します。なぜなら、男は絶対的確信と信頼にふさわしくなければならないからです。これは人の側についてです。


  これは何か神聖なものを表しており、次のような問いを生じさせます。「キリストは私たちが自分を明け渡すのにふさわしい方でしょうか？このような徹底的信用を正当化する基準を彼は満たしておられるのでしょうか？」。これは主イエスに関する私たちの評価の問題です。どれくらい私たちは他のいっさいを放棄して、彼だけに尽くすのでしょうか？これは彼の徹底的・絶対的信頼性を私たちが実際に自覚しているかどうかの問題です。私たちは今生だけでなく永遠においても、自分自身を彼に委ねて、もはや自分自身の関心を何も持たないでいられるでしょうか？彼をすべてとすることができるでしょうか？これが結婚によって彼が意味しておられることです。彼はご自身を与え、ささげて、問われます、「わたしはあなたの信頼にふさわしいでしょうか？わたしはあなたの信用に値するでしょうか？あなたが全き安息の中ですべてをわたしに明け渡すことのできる標準をわたしは満たしているでしょうか？自分自身の行路を進み、自分自身の道を守り、自分自身の独立した判断を行使する必要がある、とあなたは感じるでしょうか？」。


  さて、これは多くの方法で、主イエスに対する私たちの関係と、主との結婚が意味するところとを、解き明かしてくれることがわかります。これは何度も、私たちが進むにつれて、次のような問題を解き明かしてくれます、すなわち、独立した判断、独立した道、道中における彼との衝突の無数の原因、という問題です。彼は何度も戻って来て言わなければなりません、「これを見てください、わたしたちの契約はどうなっているのですか？わたしたちの関係の根拠はどうなっているのですか？あの時、わたしたちは多くのことについて合意するけれども、それ以外のことでは合意したりしなかったりする、という認識だったのでしょうか？それとも、判断、決定、取るべき道というあらゆる問題で、わたしに完全に明け渡す、という認識だったのでしょうか？」。


  私たちは折に触れて、いわゆる「十字架」に立ち返る必要性に気づきます。私たちはいずれにせよ自分自身の分離性を自分の中で死に渡して、イエス・キリストの主権に新たに明け渡します。これがこの最初の基本的なしるしで際立っています。それはしるしであり、何かを意味しており、基本的です。


  キリストの主権


  私はここのマリアに大いに感心します。ぶどう酒がないことを彼に告げるという結論に彼女がどのように至ったのか、私にはわかりません。なぜ彼女は彼に告げる必要があったのでしょう、また、なぜさらに僕たちにも、「彼があなたたちに言うことは、何でもしてください」と言ったのでしょう。しかし、次のことは全く明らかです。すなわち、彼女は彼を主とする立場に立っていたのであり、この問題をすっかり彼の主権の下に置いたのです。彼女はこれをすべてそれに集約しました。彼は主です！そして実際、彼はこの結婚の主です。もし彼がおられなければ、この件はすっかり破綻して、失敗、悲劇、醜聞になっていたでしょう。彼は主権の地位についておられます。マリヤはこれを認め、これを証しし、これを貫き通しました。この結婚におけるキリストの主権――これがこの件がうまくいくかどうかを決めます。これが彼に対する私たちの関係の主要な要素です――私たちが恥をかかず、醜聞を招かず、主に対する私たちの関係を破綻させずに、切り抜けられるかどうかは、全く彼の主権にかかっています。旧約聖書の結婚はこの基礎に基づいていました。というのは、夫は常に妻から「主」と呼ばれていたからです。


  まさにこの言葉がエレミヤ三一・三二の「わたしは夫となった」で使われていますが、これは「夫」と訳されている多くの言葉の一つです。これ――この特別なヘブル語――が旧約聖書の中でそのように訳されているのは三回だけですが、それは「支配者」を意味します。「わたしは支配者になった」。しかし、この同じ言葉が使われている別の箇所では、それは明らかに「夫」を意味します。その箇所における夫は支配者だったのです。イスラエルの問題は、夫である主が主ではないことでした。そしてその結果が――イスラエルの悲劇でした。これについてはこれ以上述べることはしません。これがその背景です。この結婚は彼の主権の中で設けられ、この結婚が成功するか悲劇に終わるかは、それが次のようであるかどうかによります――すなわち、「彼があなたたちに言うことは、何でもしてください」というものであるかどうかによるのです。彼があなたたちに何か仰せられるなら、それをしてください。すべてがそれにかかっています。他の人々に言われたからという理由で、それをしないでください。彼が言われることをしてください。


  神の豊かさ


  三日目：この箇所に記されていることはみなこのしるしの範疇に入ると思います。聖書では数字の三は、ご存じのように、神の豊かさを意味します。そして、これが実際に、この件全体にわたって大いに前面に出ています。


  この水に来る時、あなたはお手上げの状態になります。大きな水がめがいくつもありますが、その中には水がある程度しかありません。いっぱいではありません。そして、注意してください、それらは清めのためだったのに、なかったのです。全く水で満ちてはいませんでした。これらの水がめや水は何を表しているのでしょう？それらはイスラエルを、イスラエルの霊的状態を、彼らの道徳的水準と彼らの霊的生活の不十分さを表しています。主イエスの時代のイスラエルを見てください。彼は彼らの腐敗について何を述べなければならなかったでしょう。聖潔、義、真理、純粋さという事柄に関する神の要求に、彼らはなんと遠く及んでいなかったことでしょう。キリストの時代のイスラエルは霊的に破綻しています。そして、この状態にこの結婚は至ります――破綻に至ります。この水は貧弱で、劣っており、不十分です。その当時のイスラエルを表しています。


  主イエスがその場面に登場して水がめを満たし、水をすべてぶどう酒に変えます――ご存じのようにぶどう酒は常に血の象徴です。それは告げます、これは、主イエスとの関係において、霊的破綻状態、霊的欠乏、不十分さ、弱さ、失望、悲劇から移ることであり、そうしたものからキリストの豊かな命へと移ることであり、それはキリストとの合一の中にあるのである、と。この結婚によるキリストとの合一により、旧契約――旧契約は守られなかったので、その祝福はすっかりなくなりました――から移ります。彼の血、神の豊かさによって、旧契約から新契約へと移ったのです。


  さて、この神の豊かさを得るには、イエスを絶対的に主とすることが必要です。それ以外ありえません。それには彼の尊い血、彼の命という基礎が必要です。この新しい命は、このぶどう酒、最後まで取っておかれた最上のぶどう酒、並外れたもの、驚くべきもの、すばらしいもの、彼の命・彼の復活の命の栄光なのです。


  さて、この諸々の特徴がわかるでしょう。このたとえはとても単純です。ここで私たちは、ですから、霊的解釈をしているのです。それはキリストとの合一の問題です。主と結婚したのです。この合一は豊かさを、神の豊かさを意味します。この神の豊かさは彼の奇跡的な命の分与によります。再び象徴的言葉を使うと――それは彼の血の力によります。そして、それは全く、彼が言われることを行う問題です。


  これにはもっと多くの内容があることがわかるでしょう。「わたしの時はまだ来ていません」、この句を彼は生涯どれほど使われたことでしょう！それは十字架と関係しています。それは十字架に導きました。ですから、このまさに最初の奇跡は十字架と関係していたのです。「わたしの時」という言葉は彼の十字架の血を意味します。彼の母親への彼の言葉に関する私たちの翻訳はとてもぶっきらぼうに聞こえますが、原文では私たちの言語の響きほどぶっきらぼうではありません。「女よ、わたしはあなたと何の関係がありますか？」。それはこうではありませんでした。彼が実際に言われたのはこういうことです、「女よ、あなたの思わくはわたしの思わくとは異なります。あなたとわたしは二つの別々の思わくを抱いています。さしあたって、わたしの思わくはあなたの思わくとは違います」。これは次のことを意味します――彼の母はこの醜聞、この恥辱、この困惑に思いを馳せていたのであり、彼が何かを行ってくれることを期待していたのです。彼は何事かを行って、この破綻した状況による困惑から救ってくれることを、彼女は知っており、信じていたのです。彼女の思わくは、彼が奇跡的な力を用いて、人が招いた不都合や困惑を取り去ってくださることでした。しかし、彼は別の思わくの中を進んでおられました。「わたしの時」がすべてを支配する目的です。「わたしはわたしの時という領域の中を進んでいます。そして、わたしの時は血を流す時です。これはそれと一致しなければなりません！」。ああ、これはなんと壮大な領域でしょう！それはまさに小羊の結婚にまで至るのです。


  



  第六章 御子に関する神の証し


  



  聖書朗読：一ヨハネ五・五～十二


  



  「証しするものが三つあります。それは御霊と水と血です。そしてその三つは一つとなります。」


  



  これは神の御子である主イエスに対する三重の証しであり、単一の証しに集約されます。この三つは証しして一つになります。そして、この三重の証しの支配的点は、イエス・キリストは命であること、この命はイエス・キリスト、神の御子の中にあること、そして、神は彼に、彼の中に、永遠の命をお与えになったことです。


  ですから、これは全く次のような問題であることがわかります。すなわち、イエスは神の御子であると、神が御子に対して証言される問題、神が御子に対して証しされる問題なのです。これは包括的事実です。彼は神の御子であると、神は御子に対して証しされます。次にこれは、神はどのように証しされるのか、どんな手段・方法で証しされるのか、という問題です。それは、イエスは神の御子であることを、私たちはどのように知るのか、という問題です。そして、この知識は一つのとても実際的な点に帰着します。それは理論・教理・信条の領域外に引き上げられて、経験と内的知識の領域内に置かれます。気をつけてください、それに関してここで述べられているのは、ある内的な事柄なのです。そして、御子に対して内的な方法で証しされる神のこの三重の手段・方法は、御霊と水と血であると、ここで述べられています。


  御霊の証し


  第一に、まず、御霊は主イエスの神聖な子たる身分に対する内なる神の証しです。これは次の点に帰着します。すなわち、聖霊が働いておられる所では、その結果、主イエスを神の御子として内なる方法で知るようになるのです。聖霊の働きの結果、彼を命の観点から内的に知るようになります。もちろん、聖霊は主イエスを証しすることに全く注力しておられます。私たちはこれを外面的方法で知っています。主ご自身が、「慰め主が来る時、彼はわたしについて証しします」（ヨハネ十五・二六）と言われたことを、あなたは覚えているでしょう。次に、使徒行伝の中で――そこでは諸々の出来事が起きます――「私たちはこれらの事柄の証し人であり、聖霊もそうです」（使徒五・三二）という宣言がなされます。


  しかしここでは、それは聖霊によってなされる事実に対する外面的な証しというよりは、むしろ聖霊による内面的な証しです。聖霊はどのように主イエスの神聖な子たる身分を内面的な方法で証しされるのでしょう？答えはこうです。すなわち、命の観点によってです。つまり、命という手段によってです。ここのこのヨハネの手紙では、それは全く命の問題です。神は証しされました、「その証しとはこれです。すなわち、神は私たちに永遠の命を与えてくださったこと、そして、この命は御子の中にあることです」。神が御子に対してされる証しは、彼は私たちに永遠の命を与えてくださったということです。私たちが永遠の命を持っていることが、キリストに対する神の証しです。


  しかし、永遠の命を持っていることは、どうすればわかるのでしょう？言い換えると、命に関する神の証しはどうすればわかるのでしょう？第一に、まず、それはその方面における聖霊の活動・働きによります。聖霊の御旨は、生活の中で正当な道を得ておられる所ではどこでも、イエスは神の御子であるという神の証しを私たちの中に確立することです。したがって、聖霊はこの命、主イエスの命を、あるとても実際的な方法で、多くの実際的な方法で知らせるために働かれます。


  例えば、ローマ八・十～十一の議論を取り上げましょう。「体は罪のゆえに死んでいても（中略）イエスを死者の中からよみがえらせた方の御霊があなたたちの中に住んでいるなら、キリスト・イエスを死者の中からよみがえらせた方は、あなたたちの中に住んでいる彼の御霊を通して、あなたたちの死すべき体をも生かしてくださいます」。これは何を意味するのでしょう？これは次のことを意味します。すなわち、聖霊の御手の中にあるので、一方において私たちは自分自身の中で死を経験します。私たちの体においても死を経験します。つまり、私たちは経験を通して、命の枯渇とはどういうことかを知ります。自分の活力を奪われて、ついには、必要に直面しても全く無力な状態になることがどういうことかを知ります。私たちは自分ではそれを対処できません。その要求に応じる能力、エネルギー、活力、命はありません。その要求は私たちにはあまりにも大きすぎます。それを私たちは自覚させられます。聖霊がそうされたのです。次に、聖霊が来臨して、肉体、死すべき体さえも生かし、力づけ、要求に応じてくださいます。その要求に応じることは、この生かし以外では不可能でした。そして、事がなされます。この働きは成就されます。この義務は果たされます。この要求は満たされます。この働きは私たち自身のものではないエネルギーによって果たされます。イエス・キリストを死者の中からよみがえらせた方の御霊が生かしてくださったのです。そしてこれが、イエスは神の御子であることを聖霊が証しされる方法であり、内的な方法で証しされる方法です。私たちはその結果、「私たちは主を私たちの命として知っています」と言うようになります。私たちが知っているのは、神がそのような方法で、御霊によって、経験的に、あるとても内的な方法で、命の観点から、ご自身の子を御子として証しされたからです。


  聖霊は、一方において、私たちに次のことを知らせるために働かれます。すなわち、主イエス・キリストから離れるなら、私たちに命はなく、活力もなく、無力であり、望みなく、状況は私たちにとって全く手に負えないものである、ということです。聖霊はこれを行われます。もしあなたが神の真の子供としてこのような立場――あなたに対処できない状況にあなたは直面しますが、主はあなたがそれを対処することを望んでおられます――に陥って、それを対処すべきことが神のみこころなら（こう述べる必要があるのは、何かを行うことが主のみこころではなく、そういったことに対しては主から命を得られないことも時々あるからです）、神のみこころによると何か対処すべきものがあるのに、自分にはそれを対処することも切り抜けることもできないことがわかるとき、思い出そうではありませんか。それは聖霊の働きなのです。聖霊が意図的に、かつ確かに、これを行われたのです。これが真の霊的生活の道です。


  万事十分であると常に感じること、自分はできる、自分は有能であると感じることは、真の霊的生活の道ではありません。大いに有能な人々が常に霊的にきわめて生産的とはかぎりません。聖霊は、一方において、天然的・人間的に無能にするために働かれます。それはまさにイエス・キリストの子たる身分を自ら証しする道を開くためです。聖霊は、消極的な立場、無理な状況の上に臨んで、それをくぐり抜けるために命を与えてくださいます。おそらく、それをくぐり抜けることしかできないかもしれませんが、何とかくぐり抜けます。立派にくぐり抜けます。その結果、キリストを私たちの命として知るようにされます。神は御霊によって御子の子たる身分を証しされ、私たちは神の御子であるイエス・キリストをそのような方として知ります。この第一の証しは、聖霊が神の子供の生活の中に働いて、キリストに対する神の証しを命に関して示されることです。これは個人的に言えますし、団体的にも言えます。ご自身の民の群れにおける神の証しとは何でしょう？神の証しは、彼らがイエスは神の御子であることを彼らの教理や信条の一部として信じることではありませんし、それに大いなる情熱で賛同することでもありません。「悪魔どもも信じて、おののいています」（ヤコブ二・十九）。いいえ、群れにおける神の証しとは、その群れがそれ自身は死んでいて――それ自身は命も希望もなく無力です――が、それでも、その群れが共に御霊の中にある時、神の命の鼓動が感じられることなのです。


  この人々は何なのでしょう、この人々は何者なのでしょう？彼らは無ですが、それでもあなたはそこに命を感じます。この命は会衆や集会のたんなる興奮や熱狂を超えています。そこには力、活気、活力があります。彼らの間にいると、彼らと共に集まると、力づけられます。おそらく、あなたは立ち去る時、教えによって多少は啓発されて理解するようになっているかもしれませんし、あるいは、述べられたことを少しも理解していないかもしれません。それでも、あなたは言わずにはいられません――「これは命です、刷新です、革新です、活力を与えてくれます。それは新しいぶどう酒のようです」。神が命に関して御霊によってその教理、その真理に対して証しされたのです。神の証しは――命です。私が述べているのは、命は教理としての真理とは別である、ということではなく、命なき教理は大いに死んでいるおそれがある、ということです。あなたは、教理の問題として、イエスは神の御子であることを力を尽くして信じているかもしれませんが、効力があるのはそのようなことではありません。それはたんなる根本主義――それは常に霊の命とはかぎりません――にすぎないおそれがあります。大事なのは、聖霊なる神が主イエスの子たる身分という事実を命に関して証しされることなのです。


  ですから、聖霊は主イエスを内なる方法で神の御子として知らせることに取り組んでおられます。この大いに実際的な手段によって、彼は私たちに対する命であることを知らせることに取り組んでおられます。主を私たちの命として知らなければ、私たちは進み続けられないでしょう。


  水の証し


  「御霊と水」。神は水という手段によって、御子をご自身の子として証ししておられます。これには様々な解釈があることは承知しています。私としては、これは彼のバプテスマと関係していると確信しています。「この御方は水によって（by water）来られた方です」。あるいは、水の中で（in water）です。そして、この水は彼の子たる身分を神が証しされる道具です。もちろん、彼ご自身のバプテスマの場合がそうであり、彼のバプテスマという方法、水という方法によりました。神は直ちにこう証しされました――「これはわたしの愛する子である」と。


  しかし、どのように主はこれを内なる方法で水によって行われるのでしょう？この水、彼のバプテスマ、あるいは、バプテスマの意味は何でしょう？短く述べるとこういうことです。すなわち、前の黙想で述べたように、それはすべての義を成就することだったのです。彼がヨハネに話されたとおりです――「今はそうさせてください。このようにしてすべての義を成就することは、わたしたちにふさわしいことです」（マタイ三・十五）――すべての義が成就され、神の義なる裁きが満たされます。なぜなら、その水は葬り、墓であり、神に受け入れてもらえないもの、神がその上に裁きを宣告されたものを、視界から除き去ることだからです。それは罪深く、呪いの下にあります。それゆえ、それは死ななければなりません。「罪の報酬は死です」。そして、主イエスの葬りにより義なる要求は完全に満たされた、という証しがなされます。罪の報酬は完済され、律法の要求は厳格に満たされました。罪は完全に対処され、罪人は死にました。それゆえ、罪は赦されます。


  この水によるこの証しは、キリストの死と葬りにおける私たちのキリストとの合一・一体化の証しです。罪はもはや私たちの負債ではなく、私たちに課せられることもありません。神は全く満足しておられます。私たちは私たちの主イエス・キリストを通して神との平和を持ちます。彼は彼の十字架の血によって平和を造られました。この水の証しは、神はもはや何も要求されないという証しです。彼はご自身が要求しているものをすべて受け取って、主イエスの死に満足しておられます。すべての義が成就されたことに満足しておられます。神の要求が満たされたことに満足しておられます。その証しとは次のとおりです――主イエスは彼の死と葬りにおいて、私たちの立場を取られたのです。私たちはこれを知っていますが、これは私たちに命に関して確信を与えます。それは生き生きとしたものです。それはまた、新約聖書のたんなる教えではなく、私たち自身の心の中にあるものです。私たちは自分の心の中で知ります。神の証しは次のものであることを私たちの心の中で知ります。すなわち、御子の死と葬りにより、彼の義は完全に満たされたのであり、私たちは罪定めから離れたのです。罪定めはもはや私たちの上にありません。


  これはとても馴染み深い教理である一方で、この一連の黙想で強調してきたように、これは主の民がますます実際的に理解すべきことです。最近、これを私の心は新たな形、とても素晴らしい形で理解しました。そのため、それが私にとって何を意味したのか、あなたたちに言えないほどです。キリストの死による義認の意味について幾らか知っている、と私は思っていました。しかし、ごく最近、恐ろしい戦いの暗闇の中、昼も夜も敵は死の力と共にやって来て、私を試みて死の中に無理矢理連れ込み、死を受け入れさせようとしました。約一週間続いたこの真っ暗闇の時――昼も夜も戦いであり、死との取っ組み合いです――その時の終わり頃、もしくはその時の終わりに向かいつつある頃、私はマルチン・ルターの生涯に向かわせられました。この人の魂の中に生じた恐ろしい戦いの中を彼と共に少しずつ進んでいた時――ああ！この魂の中で、彼がその中にあった義の体系と行いによる義との間に、なんという戦いが荒れ狂っていたことでしょう。彼の魂全体がその下で悶えていたのです。免罪符を得るために彼がローマを訪問した、あの記念すべき日をあなたは覚えているでしょう。彼は腕と膝であの階段を上って行きました。その階段は、一段ごとに赦免、安心、罪定めから義認への解放をもたらすとされていました。彼がこの行程をだいぶ進んだ時のことです。明瞭なはっきりとした声が彼の耳に語りかけました――「義人は信仰によって生きる」（ローマ一・十七）と。彼は自分の腕と膝でそれ以上のぼりませんでした。彼は向きを変えて駆け下りながら、「義人は信仰によって生きる」と叫びました。そして、これが偉大な転換点だったのです。次に、この恐ろしい霊的戦いが始まりました。その時までは、一つの体系との戦いであり、ローマ主義体系との知的戦いの類のものでした。しかし今や、それは霊的形体を帯び、まさに悪魔自身が、ルターを罪定めの下に陥らせて、あらゆる種類の罪を彼に科すためにやって来ました。


  そして次に、私は次の偉大な記述に出会いました。今まで把握できなかったきわめて徹底的な記述です。この戦いの真っただ中で、ある日、ルターは叫びました、「ああ、キリストよ、私はあなたの罪、あなたの呪い、あなたの神の怒り、あなたの地獄です。私はそれです」――これを聞いてください！「私はあなたの罪です」。これはこう述べているにほかなりません、「ああ、キリストよ、あなたに科せられている罪、そのために今あなたが有罪と見なされている罪は、私の罪であり、私なのです。私はあなたの罪です」。これがこのようになんと徹底的に述べられていることでしょう。「私はあなたの罪であり、あなたの呪いです。その下にあなたがおられる呪いです。ああ、キリストよ、それは私です。私なのです！」。「私の呪いはあなたの呪いです」ではなく、こう述べています、「私はあなたの呪いであり、あなたの神の怒りです。あなたの上にある神の怒りは私です。私はそれであり、その原因であり、それなのです。あなたの地獄です。死をあのように味わうこと、神からあのように見捨てられることが地獄です。私はそれです。ああ、キリストよ、私はあなたの罪、あなたの呪い、あなたの神の怒り、あなたの地獄です」。そして逆に、「あなたは私の義、私の祝福、私の命、私の神の恵み、私の天です！」。


  これが戦いのあの暗闇の時に、まさに天からのものとして私に臨みました。すでに述べたように、この新しい啓示、私自身の心が抱えていた必要に対する神のこの新しい証しがどのようなものだったのか、また私に対するその意義を、あなたたちに述べることはできません――それは全く新しいものであり、私の生活の中にそれまでなかったものでした。それは、強め、引き上げ、あの恐ろしい戦いから連れ出してくれるものであり、キリストの死と葬りにおける彼との一体化の意義に関するものです。それは内的なものです。


  神の証しとはこれです。すなわち、水は命の道であるということです。死のこの道は命であり、それはあの死による命の道です。彼のバプテスマは神へと通じる彼の道でした。しかし、それは死による道であり、私たちに他の道はありません。


  要点はこうです。すなわち、私たちはイエス・キリストが神の御子であることを内なる証しによって知るのです。その内なる証しとは、罪は彼にあって対処されたこと、裁きを彼は担われたこと、義を彼はご自身の死により満足させられたということです。ああ、この内なる保証の力によって私たちは真に生きているでしょうか？私たちに関するかぎり、私たちはキリストの中にあるので、神は義の問題に関して全く満足しておられるのです。


  私たちはこれについてさらに学び、理解しなければなりません。しかし、ああ、それは途方もない解放、途方もない力を与えてくれます。大半の神の子供たちの問題の大部分は、彼ら自身と主との間に存在する何らかの影によって生じますし、また、彼らに対する主の姿勢がどのようなものか、主に対する彼らの立場がどのようなものかに関する疑念や疑問によって生じます。真に幸いな人々、真に満足している人々、安息していて生ける証しを真に持っている人々は、自分たちはキリストにあって神の裁きに対して死んだというこの事実の益に浴して生きている人々です。神の裁きは、彼らに関するかぎり、注ぎ尽くされて終わりました。罪定めはすべて終わりました。


  
    律法からの解放、ああ！さいわいな状態、


    イエスは血を流された、それゆえ赦しがあります。


    律法によって呪われ、堕落によって砕かれて、


    キリストは私たちを一度かぎり永遠に贖ってくださいました。
  


  どのようにでしょう？私たちとして死ぬことによってであり、罪・呪い・死・地獄である私たちとなって、ご自身の死により私たちを私たちの分から解放することによってです。これを内側で享受して生きることが命であり、この命は神の御子に対する証しです。


  血の証し


  最後に血です。「御霊と水と血」。ご自身の子である御子に対する神の証しは血によります。ここでは、この一連のメッセージですでに述べたことを、あなたたちに思い出してもらうだけでいいでしょう。すなわち、この血は命を、神の御子の命を物語っている、ということです。また、それは性質と同義であると私たちは述べました。彼の血は彼の命であり、彼の命は彼の性質です。彼は言われました、「あなたたちはみなこれから飲みなさい」「人の子の血を飲むのでなければ、あなたたちに命はありません。わたしの肉を食べ、わたしの血を飲む者は、永遠の命を持ちます」（ヨハネ六・五三～五四）。血は命であり、血は性質です。そして、神の御子に対する証しとは、別の性質の力とエネルギーが私たちに与えられていることを私たちは知っている、ということにほかなりません。私たちは自分自身の古い性質をよく自覚しているかもしれませんが、今や別の性質が内側にあるのです。私たちはこれを知っています。この別の性質が私たちの古い性質に凄まじい反撃をしているのです。私たち自身の古い性質が現れて自己主張するとき、私たちはきわめて恐ろしい反撃を受けます。そして、この古い性質の現れを拒絶する地点に戻って、それに反撃している別の性質の側に付かないかぎり、私たちは安らかではありません。良心以上のものであるこれらの内なる神聖な反撃、私たちの内にある別の命の力強い動きにより、私たちは自分自身と自分自身の有様から絶えず遠ざかっていくよう導かれ、キリストに引き寄せられていきます。私たちはますますこの別の性質を拒絶してキリストの側に付きます。こうして私たちは成長します。


  この霊的成長、この神の御子のかたちへの同形化は、たんなる教えや教理ではありません。それはとても実際的なものであり、往々にして凄まじい葛藤を通して実現します。この葛藤の中で、私たちは自分自身に断固として反対するよう求められます。何かが律法や法律にしたがって私たちに示されるわけではなく、何かが私たちの内に生じて別の道を要求するのです。この何かとは新しい性質、新しい命、私たちの内にあるキリストの性質の力強い働きです。そして、これが御子に対する神の証しです。


  イエス・キリストが神の御子であることを、どのように知るのでしょう？「彼は私たちに永遠の命を与えてくださったからです」。私たちは凄まじく働いている別の性質を受けていることを、この血は意味するからです。そして、これは私たち自身にとっても他の人々にとっても、真の確信の基礎です。永遠の命を受けていることを私たちが知ってさえいれば。イエス・キリストの尊い血の意義にあずかり、それを私たちの中に受け入れ、言わばその血からこの命を飲み、信仰によってキリストのあの性質を取り入れたことを、私たちが知ってさえいれば。私たちが気遣っている人々はこの危機と経験を実際にくぐり抜けて、それによって血の効力にあずかり、永遠の命を確かに持っているということを、私たちが知ってさえいれば。これが真の確信の基礎です。彼らが辛い時を過ごすだろうこと、自分自身の内で何かに出くわさずに悪を行いえないことを、私たちはとてもよく知っています。神はこの方法により常に証しをしておられます。神はこの方法で証しすることにより、私たちの内に、言わば御子を生かし続けておられるのです。


  これが血の証しのすべてではないことを、私は承知しています。私は一点だけ選んでいます。神が私たちの内で御子を証しされるのは、新しい性質、新しい性質のエネルギーという手段によります。新しい性質による神の御子に対する内なる証しと、イエス・キリストは神の御子であることに関するたんなる正統的信条との間には、とても大きな違いがあります。正統的な信条を保持していて、イエス・キリストは神の御子であると信じている人は大勢いますが、彼らの生活はそれとあまり一致しておらず、自分たちの信条と始終大いに矛盾しています。神の真の証しは私たちを失敗から解放しませんが、絶えず私たちを自分の失敗から主へともたらします。反撃を受けずに長いあいだ彼から離れることはできません。真に主を知っていた後退者たちのだれかに、幸せかどうか尋ねてみなさい。彼らがどう言い訳をしたとしても、奥底では、あなたが忍耐強く見いだそうとするなら、彼らは立ち返るためなら何も惜しまないことがわかるでしょう。ほんの少しでも逸れることは、脱臼や恐ろしい歯痛のようなものです。これから自由になって、立ち返ろうではありませんか！これが御子に対する神の証しです。イエスは生ける現実です。これは理論、信条ではありません。彼は生ける現実です。そして、神はこの手段によって証しされます。ですから、イエスの証しは命に関して次の三重の方法によって維持されます――すなわち、私たちを対処してキリストを私たちの命とされる御霊と、今や罪定めはなく律法から解放されていることを証しする水と、新しい性質という手段によって証しする血です。さて、これは単純ですが、とても実際的であり効果的です。これが「神が御子に関してされた証し」であり、「それは、神は私たちに永遠の命を与えてくださったこと、そして、この命が御子にあること」です。そして、あの命が表されるこの三重の方法は御霊と水と血によります。


  



  第七章 御名


  



  聖書朗読：創世記十一・一～九、使徒三・一～十六、十九～二四、ヨハネ十七・六、十一～十二、十六～十七


  



  私たちは預言の機能、預言の務めの機能の問題に大いに専念してきました。私たちは次のことを見てきました。すなわち、預言の務めの機能は、特に潮流が神の全き御思いと御旨から離れている時に、諸事を神のこの全き御思いと御旨との関係の中に保つことである、ということです。これは職務というよりはむしろ機能です。何らかの手段で絶えず自らを表す機能です。つまり、神は御心の豊かさを再び見せるために、この特別な務め・機能を養成されるのです。それは、彼の民がその豊かさのいくらかを失ったり、それから逸れたりしかねないおそれの中にある時にです。預言の務めはすべて主イエスと関係しています。なぜなら、神の御思いと御旨は彼を中心としており、彼以外に何もなく、彼の他に何もないからです。ですから、神の御旨の豊かさは御子、主イエスと密接な関係にあります。そして、これに聖霊はどの時代でも配慮されますし、真に油塗られている道具はみな、何らかの形で、主イエスを目の前に示します。


  さて、この冒頭で私が述べたいのは、この預言の機能は教会の真の課題である、ということです。私たちは今しがた、使徒三・二二のモーセに関するあの節を再び読みました。「モーセは確かに言いました、『主なる神は、私のような（私を興されたように、改訂欽定訳欄外）ひとりの預言者を、あなたたちの兄弟たちの中から、あなたたちに興されるであろう』」。モーセは他の諸々の機能と共に預言の機能を果たしました。しかも、最も偉大な方法で果たしました。つまり、ある巨大な体系を開始・設立したのです。その体系は、主イエスを指し示すという点で、それ自体預言的なものでした。幕屋は、すべての民の化身であり、神の住まいへと集められた神の民を表していました。この幕屋は偉大な預言でした。その中にあるものはみな預言でした。それは指し示し、予示し、予知しました。この素晴らしい体系全体は一つの偉大な預言であり、預言の務めを果たしました。それは予め主イエスを宣言しました。このような方法でモーセは預言の務めを果たしました。彼は、象徴的な方法で、主イエスを導入しました。モーセは主イエスを神の全き御思いに関して包括的に目の前に示しました。幕屋に見られる神の御思いはなんと豊かでしょう――なんと多面的で、包括的で、徹底的でしょう！この体系全体の中にある一つの小さな点に触れる時、主イエスに属する何かを意味するものに触れずにはいられません。すべての寸法、大きさ、棒、輪、房、幕――すべてが隅々までも――何らかの方法で主イエスを物語ります。それらはみな主イエスについて告げ続けます。それは偉大な預言です。


  しかし、それはその霊的本体をも指し示しました。その霊的本体とは教会です。私たちはへブル人への手紙から、これがそうであることを知っています。それは天的なものの模型でした。そして、私たちはこの天的なものに来ているのです。型としてそこにあったすべてのものに、今や教会は、霊的な方法で、とても生き生きとした方法であずかります。教会はそれをすべて霊的な方法で受け継いでいます。それは霊的な神の住まいです。それは大いなる霊の体系です――まさしく、霊のものです――偉大な天的秩序です。キリストは大祭司です。私たちは、子たる身分の見地から、神の家の中で祭司として奉仕します。私が言いたいのはただ、それは霊的本体を預言するものだった、ということです。この霊的本体は預言の機能を受け継ぎます。教会が霊的な方法で現れて、この世界のここで、そしてこの宇宙で、神の全き御思いを掲げ、神の包括的御思い全体を代表・表明します。教会はこの地位と機能を引き受けます。


  さて、この点を離れて別の特別な点に移りたいと思います。その特別な点は預言の務めにまつわる包括的なものです。見直してみると、預言の機能は主の御名と独特・特別な関係にあったことがわかるでしょう。主の御名が預言の務めにおいて主要なものだった、という感覚があります。重要なのは御名の誉れ、栄光、特異性でした。御名のあらゆる意義、純粋さ、威光、栄光、特異性を、悪の勢力は絶えず攻撃しました。預言者たちはこの御名と、この御名の誉れに関連して登場しました。それは、この御名の誉れと栄光を主の民の間で回復し、この御名を再び高く上げ、この御名をしかるべき地位に置き、御名によって示される神の全き御思いを掲げるためでした。使徒行伝三・十六「彼の御名を信じる信仰のゆえに、その御名がこの人を強くしたのです」。これは次の御言葉に導きます――「ひとりの預言者を、主なる神は私を興されたように、あなたたちの兄弟たちの中から、あなたたちに興されるであろう」（使徒三・二二）。こうモーセは述べました。


  主イエスの御名というこの問題はこれに帰着します。モーセは、預言者として、キリストと、その全生涯と、そのすべての御業とを指し示していました。そして今、キリストはここにおられます、御名の栄光と力の中でここにおられます。預言の務めの真の意義・価値はどうすればわかるのでしょう？主イエスの御名の効力によってわかります。私たちが前の黙想で述べたことをあなたは覚えておられるでしょう――イエスは神の御子であることはどうすればわかるのでしょう？まず、御霊の証しによってわかります。「証しするものが三つあります。御霊と水と血です」。主イエスの子たる身分が、生き生きとした方法で、御霊・水・血の三重の内的意義――これらの作用の強力な効力――によって、どのように証しされるのか、私たちは見ました。


  御名の普遍性


  さて次に、これに加えて主イエスの御名です。この一連のメッセージで私たちが主に考えているのは、イエスの証しの基本事項の回復です。私たちは血と共に始め、十字架と共に進み、今や御名に至りました。そして、すべてはこの御名の中に集約されます。私はあなたたちに状況を見ていただきたいと思います。日中のあいだ、神が必要としておられるのは預言の務めの器、つまり、諸事を神の全き御思いとの関係の中に保つ道具であることを私たちは見てきました。神の全き御思いとは――第一に、血における神の御思いであり、主イエスの血の全き意義との関係の中に諸事を保つことです。次に、主イエスの十字架の全き意義との関係の中に諸事を保つことです。今は、主イエスの御名の全き意義との関係の中に諸事を保つことについてです。これが必要とされている務めです。これが今日要求されている預言の機能です――つまり、御子に関するこれらの事柄、すなわち、血と十字架と御名における神の全き御思いの回復です。


  私たちは創世記十一章を読みました。もちろん、私たちは一つの節を強調します。「私たちは名をあげよう、全地の面に散らされないために」。彼らの意図はただ、自分たちで何かをすることによって名声を得ることだった、とは私は思いません。彼らの意図は単一の名を得ること、単一の名を上げること又は成すことでした。彼らの一致、彼らの一体性を示す名であり、したがって、全地における彼らの力、権威、主権を示す名です。一つの名によって、普遍性、一致、主権を獲得できるだろう、と彼らは考えました。彼らの行いの中には、また、この問題に関する彼らの思いの中には、明らかにこれらの狙いがありました――「散らされないために」は一致を示しています。神は言われました、「彼らから何事もとどめることはできないであろう」。彼らは普遍的権力の地位について、行うと決めたことは何でも行うでしょう。彼らは普遍的主権、普遍性と主権を得るでしょう。


  しかし、彼らが上げようとした名、あるいは名乗ろうとした名によって示されている、この立場の実体の一体性は、ある人々に関するものでした。すなわち、神から離れている人々、彼との関係の外にある人々、心に思い図ることが邪悪である人々です。そして、神はこれに関して普遍性、一致、主権を得ておられませんでした。そこで、彼は下って来て調査し、彼らが上げようとしていたこの事柄とこの名の意義・意味を理解し、それはご自身の永遠の御思いに真っ向から矛盾・違反・逆らうものであると判断されました。「普遍的な名を持てるのはただひとりだけです――それはわたしの子です！万物が堅固な一つの中に集約されうるのはただひとりによってであり、それはわたしの子です！この名を保持するよう彼は永遠に定められています。彼はそれをわたし自身との関係の中で保持します。無関係に、独立・分離して保持するのではありません。そうではなく、わたし自身との聖なる関係の中で保持するのです」。そして、これがまさにヨハネ十七章の本質です。


  そこで、私たちは直ちにイエスの御名の意義に至ります。それが意味するのは第一に普遍性です。万物がこの御名の下に来なければなりません。「神は（中略）彼にあらゆる名にまさる名をお与えになりました。それは、天にあるもの、地上にあるもの、地下にあるものが、イエスの御名の中で、すべて膝をかがめるためです」（ピリピ二・十）――これは主イエスの御名の普遍性、万有網羅性を示しています。この普遍性を神は御子のために用意されました。そのため、離れている人々による普遍的名を求めるこの企てを、彼は許容できなかったのです。それは主イエスに対する、別種の人類による悪魔の反撃だったのです。


  御名の一体性


  主イエスの御名は一体性を表します。このヨハネ十七章では、それがこれと密接に関係していることがわかります。「父よ、彼らをあなたの御名の中に保ってください」。「わたしは彼らにあなたの御名を知らせました」。「それは、父よ、あなたがわたしの中におられ、わたしがあなたの中にいるように、彼らがすべて一つとなるためです」。主イエスの御名が物語るこの一体性こそ、このように途方もない力、可能性、効力なのです。


  常にこれ――主の御名の誉れと栄光――をあなたの心にとどめてください。そして、この誉れと栄光は、天と地と地獄でこの御名を絶対化することによって守られます。御名の普遍性は絶対的です。それはたんなる一地域のものではなく、どこかの限られた場所には属しません。この御名は絶対的です。主イエスの御名の外側の領域はありません。彼はすべての領域で主です。そして、この預言の機能は、主イエスの絶対的・普遍的至高性との関係の中に諸事を保つことです。


  彼の御名が天であがめられていることを、私たちは知っています。彼の御名の証しが地に確立されなければなりません。そして、使徒行伝三章の意味は、御名をもたらしてそれを地上における証しとして確立することです。使徒行伝四章からわかるように、地獄が直ちに立ち上がって楯突きます。御名のこの証しに対する途方もない反応があります。地獄はそれを追放しようとしますし、御名の証しに関して立つ者たちを追放しようとします。しかし、それは普遍的であり、主の誉れはイエスの御名の普遍的価値に対する証しと密接に結びついています。


  しかし、この御名の誉れは、この御名が示す一つとも密接に結びついています。地獄が何ものにもまして反対するものが一つあるとするなら、それは主の民の一つです。なぜなら、この一つは御名に対する途方もない証しだからです。この御名は主の民の一つ、一体性によって誉れを受けます。この御名は主の民の間の分離、分裂、不一致によって不名誉を被ります。ですから、御名に関するこの偉大な祈り――絶えず御名を伴っています――は、一つ、一体性についてのものなのです。悪魔は創世記十一章にあるような自分自身の一体性を欲しています。なぜなら、一体性は力であることを十分に知っているからです。このようにイエスの御名の中に集められることによって、この御名の中にバプテスマされたすべての人を一つにすることによって、自らを表すのをイエスの御名に許すことは、途方もない証しです。それは、邪悪な影響の領域で、途方もない反響を引き起こします。私たちは覚えておかなければなりません。サタンが主の民を分裂させて優位に立つ時は常に、この御名はその栄光とその誉れを奪われるのです。なぜなら、この御名は一つを物語っているからです。この御名を呼ぶことが意味するのは、私たちは一つであるということにほかなりません。それは一つの御名、一つの民であり、この一つが御名の力なのです。


  もし私たちが分裂しているなら、私たちは決して切り抜けられませんし、敵の優位にも立てません。あなたは決して敵がしている働きを滅ぼせません。あなたたちの二人が共に祈るとき、それに対抗して祈っている邪悪な事柄を征服するには、調和しなければなりません。これは、大勢の人々が集まってある形式で――「イエスの御名の中で」――祈る問題ではありません。そこに霊的一つが示されなければならないのです。なぜなら、御名はそれを意味するからです。もしその集まりの中に分裂、緊張関係があるなら、御名の中での祈りは無効化されます。イエスの御名の中に共に集まることは、「御名の中で」という句を唱える以上のことを意味します。それは霊的一つの状態の中にあることです。他のクリスチャンたち、他の神の子供たちと分裂していることは、私たちが担っている主イエスの御名に反しますし、敵を利します。おそらく、これが私たちの祈りが妨げられている理由です。おそらく、こういうわけで団体的な祈りの時に大きな弱さがあるのです。なぜなら、同意しておらず、相互の交わりの中にない神の子供たちが、密かに、知られずに、背後にいるからです。聖霊はこれをすべて知っておられ、悪魔もこれをすべて知っています。そして、それは全く停滞させられてしまいます。そのため、主の御名は栄光を受けず、真の働きもなされません。


  よく覚えておいてください、クリスチャンたちの間の緊張関係は、私たちの社会的関係、私たちの個人的問題における、ちょっとしたもめ事や、ちょっとした混乱よりも、遥かに広範な影響を及ぼすのです。それはまさに主イエスの御名にまで至って、その状態が存在するかぎり、すべてが停滞させられてしまいます。御名はその誉れ、その意義、その力を奪われてしまいます。ああ、ですから、イエスの御名に対する私たちの敬意と愛のゆえに、私たちの兄弟たちと大いに速やかに和解しようではありませんか。もし私たちがイエスの御名を真にあがめているなら、私たちの間に入り込んだものを正すことを一分たりとも遅らせないでしょう。そして、心のかぎりを尽くして、交わりと愛を保つよう懸命に努めるでしょう。それは、私たちが不愉快な思いをしたくないからではなく、私たちが悪魔の狙いを理解しているからです。彼はこの御名の誉れを狙っています。バビロンがその偉大な絵図です。ああ、思い出そうではありませんか。もし私たちが広く散らされるなら、それは弱さであり、私たちを無力にし、バラバラにします。一つの御名が私たちを共に保ちます。一つの御名によって保たれます！悪魔の霊感を受けたあの人々がこれを見たからには、私たちも聖霊の霊感によってこれを見るべきです。すなわち、途方もない力である一つを物語る一つの御名があるのです。そして、霊的に一つでないものはみな、その力の破棄を意味するのです。なぜなら、それはこの御名を辱めるからです。


  私はペテロとヨハネが互いに密着している様子が好きです。これらの初めの節で、彼らがどれほど一緒にいるのかに注意してください――ペテロとヨハネは分離不能です。「ペテロはヨハネと共に彼を見つめて……」。互いに排斥しあっていません。ペテロがそれをしているのでも、ヨハネが引き下がっているのでもありません。彼らは一緒に行動しています。彼らは一つです。そしてこの一つの中で、御霊の中を、このように完全な麗しい交わりの中、共に行動して、御名をこのような問題に持ち込みます。御名を効果的ならしめるには、この一つが必要です。さもないと、それはたんなる決まり文句にすぎません。なんと途方もない効力を伴って、御名が登場したことでしょう！


  しばらく前に、私たちはイスラエルに関するこの章のさらに重大な意義について述べました。それがここで示しているのは、遥かに重大な何かに関する途方もない暗示です――それは、この人によって示されている、とても長い間、手足が不自由で、麻痺している、無力な国家です。このイスラエル国家は不能であり、足萎えであり、無力です。なぜでしょう？主の御名があがめられていなかったからです。次に、主イエスが御名と共に登場して、主の御名を担われます。そして、手足が不自由で、不能で、無力な国家を示すこの人が、主イエスの御名の効力にあずかって、起き上がらされます。これはイスラエルに対する証しです。それは大いに明確にこう告げます、「ああ、イスラエルよ、あなたはこの年月の間ずっと無力で、足萎えで、不能で、常に担ってもらい、運んでもらってきました。あなたが命の君である彼を見て、受け入れ、その御名を信じさえすれば、あなたも不能という寝床から起き上がらせてもらえるのです。自分の足で飛び跳ねて神を賛美できるようにしてもらえるのです」。これは、まさにそのような状態にあるイスラエルに対する証しです。


  証しに関する御名の意味が、ここでの御名の意義を見いだすときわかります：それは主の民の間の真の一つです。ペテロとヨハネのこの二人の中に、キリスト教会が集約されています。教会を彼らは完全に代表しています。彼らは御名による霊的一つというこの立場にあります。そして、諸々の出来事が起きます。主がこのような状態を獲得されるとき、御名は機能するものとなり、強力なものとなります。あなたはわかっておられるでしょうか。主が願っておられるのは、この表れを再現することであり、主イエスの御名の強力な力と、この御名の意義と、それがもたらしうる帰結とに対する証しを再現することなのです。しかし、彼はこれを得るにあたって、それがその意義、すなわち、霊的一つ、強力な霊的一つと一致するようにしなければなりません。なぜなら、御名は一体性を意味するからです。私たちはみなこの御名の中で一つとされました。私たちが真にこの御名の中にあるとき、輝かしい一つがあります。これは、主がバビロンの人々にする必要があったこととは正反対の結果になります。主は「彼らは一つの民であり、みな一つの言語である」と仰せられました。そして、彼らの言語を混乱させて、彼らを広く散らされました。彼らの働きはやみました。理解しあえなかったからです。これが、名を得ようとする彼らの試みの結果でした。しかし、あなたが真に御名を得る時、神が許し、受け入れ、認めておられる御名を、彼が普遍的な名として認めておられる唯一の御名を得る時、あなたは一つの言語、一つの話し言葉を得ます。あなたがどこから来たのかは関係ありません。あなたは口を開かなくても御霊の中でわかりあえます。真に御名の中にあるすべての人々の間に、御霊の中で、一つの共通の交流が生じます。それは天の言語であり、主に属する人々だけが理解できますが、彼らは確かに理解します。時として、それは一瞥によって伝達される言語です。理解できない言語の国々から来た人々と会ったことのある人も、私たちの中にはいます。それでも、彼らと会うやいなや、私たちは語り合ったのです。まなざしや霊の何らかの交流によって、直ちに交流を持ったのです。私たちはキリストの中にあります。御名は深い内なる一つを意味します。


  御名の権威


  御名は普遍性、一つ、権威を意味します。使徒三章にそれが示されています。御名には権威がありました。それはキリストが権力と権威の地位についておられることを物語ります。駆け集まってきた人々に対するペテロとヨハネの証しは全く、主イエスが権威の地位に昇られたことに関してでした。これがすべて御名の中に集約されています。この御名という真の土台・基礎が据えられるとき、つまり、まさにこの御名が意味する立場に私たちが立つとき、途方もない権威が生じます。途方もない力が生じます。


  御名の力、権威が機能するには、まず私たちがある霊的立場に至らなければなりません。しかし、そこに至るとき、この御名は悪しき者に対する、あらゆる状況に対する権威を意味します。御名と調和し、御名と一致し、この御名の聖さ、この御名の一つ、この御名の誉れと栄光の立場に立つとき、血を通して御名の意義にあずかるとき、つまり、聖くないものやサタンの分裂の働きといったこの御名の意義そのものに反するものを血がすべて対処するとき、そして、私たちが御名の立場の上に実際に真に立つとき、ああ、なんと途方もないことが起きうることでしょう、また実際に起きたことでしょう！ペテロとヨハネは言いました、「銀や金は私にはありません。しかし、私が持っているものをあなたにあげましょう」。彼らは何を持っていたのでしょう？「イエスの御名の中で……」。私はイエスの御名を持っています！私たちはイエスの御名を持っています。そして、これはこの世のあらゆる富にまさる益をあなたに与えます。もしこの人に後で、「あなたはすぐに自分の足で五ポンドや百ポンド稼ぎましたか？」と尋ねたなら、きっと彼はこう答えたでしょう、「イエスの御名は、この世のあらゆる富が私に与えられるものよりも、遥かに多くのものを私に与えてくれたのです」。イエスの御名には途方もない価値、途方もない豊かさがあります。それは歩き、飛び跳ね、神をほめたたえる力です。これが御名の証しです。


  私は開始した点で終えることにします。開始したとき、私はこう言いました。主が必要としておられるのは、地上のご自身の民の間で、御子に関する次の三つの偉大なものに関する御思いを主のために保つ器である、と――その三つの偉大なものとは血の証し、十字架の証し、御名の証しです。私はあなたたちにはっきりと、大いに祈るようお願いします。どうか主が――もしこれが回復、復興、再構成、全く新たな器の導入の問題であるなら――大いに力強く行動して、ご自身のために生き生きとした務めを獲得されますように。その務めは生き生きとした方法でこの三つの証しを彼の民の前に保つものです――すなわち、イエスの血の途方もない意義、主イエスの十字架の偉大な意味・意義、そして御名です。御名があがめられ、その誉れ、栄光、威光、比類なさが私たちの間で感知されますように。イエスの御名によってさらに多くのことがなされ、彼が栄光をお受けになりますように。主よ、これをかなえてください！


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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